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駅前等再開発特別委員会記録

１．会議日時

平成２０年９月２日（火）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　午後　１時５０分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長
 木村勝彦 
 副委員長
 南野直司 
 委　　員
 川口純子

委　　員
 柴田繁勝 
 委　　員
 山本善信 
 委　　員
 嶋野浩一朗

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

副市長　小野吉孝

市長公室長　寺田正一
 同室次長　有山　泉
 同室参事　吉田和生

都市整備部長　中谷久夫
 同部次長兼建築住宅課長　長野俊郎

同部参事　小山和重
 都市計画課長　新留清志
 同課参事　長江雅彦

１．出席した議会事務局職員

事務局次長　野杁雄三
 同局参事　池上　彰


１．案件

　　・南千里丘まちづくりについて
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（午前１０時００開会）

○木村委員長　ただいまから、駅前等再

開発特別委員会を開会します。

　まず、理事者からあいさつを受けます。

　小野副市長。

○小野副市長　おはようございます。

　９月に入りまして、残暑厳しい中、ま

た、公私何かとお忙しい中を駅前等再開

発特別委員会を開催賜りまして、ありが

とうございます。

　本日は、３点につきまして、南千里丘

まちづくりについて一定のご報告を申し

上げ、ご意見等もちょうだいいたしたい

と思っています。

　考えてみますと、平成８年から始まり

まして、約１２年を経過して、当時はダ

イヘン用地を都市基盤整備公団、現在の

ＵＲとまちづくりするということが小泉

改革によりましてつぶれまして、そして、

今日の中で一定進んでまいりました。

　この間、いろいろ議論させてもらった

わけでございますが、やっと一定のまと

めができる段階になってまいりましたの

で、本特別委員会を開いてもらったわけ

でございます。

　一つ目には、（仮称）コミュニティプ

ラザ複合施設の建設にかかります寄附協

定案につきまして、二つ目には、そのコ

ミュニティプラザの施設計画の内容につ

きまして、三つ目には、（仮称）阪急摂

津市駅のイメージパースにつきましてご

説明をまずさせていただきたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願

い申し上げます。

○木村委員長　あいさつが終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、川口純

子委員を指名します。

　本日の案件の南千里丘まちづくりにつ

いて説明をお願いします。寺田公室長。

○寺田市長公室長　既にこの間、南千里

丘まちづくりにつきましては、本会議ま

たは本特別委員会におきまして、逐次そ

の取り組みや予算についてご説明を申し

上げてまいりました。

　しかし、本事業の大きな課題の一つで

ございます（仮称）コミュニティプラザ

複合施設の建設につきましては、具体的

な中身がなかなか確定せず、説明ができ

なかった状況にございました。

　本コミュニティ施設につきましては、

当初から総合福祉会館、保健センター、

男女共同参画センター、シルバー人材セ

ンターなどを含むシビックゾーンにふさ

わしい市民交流の拠点施設として位置づ

けてきたところでございます。

　また、本事業を行うに当たり、その財

源につきましては、本市の財政状況を踏

まえますと、多額の財源を短期間に支出

することは他の市民の施策事業等に影響

を与えることから民間活力の導入を図り、

直近支出を避けることを前提としてまい

りました。

　その方法として民間施設と一体に建設

をし、その施工を民間にお願いし、その

後、本市がコミュニティ施設をリースで

お借りし、長期割賦方式による財源支出

を考えておりました。

　しかし、その後、民間事業者である株

式会社ジェイ・エス・ビーの本事業への

協力事項を協議する中で、コミュニティ

プラザの建物を寄附する話が浮上してま

いりました。寄附に当たっての諸条件整

備及びジェイ・エス・ビー内部の調整な

どを経て今回寄附に関し基本的な合意に

至ったものでございます。

　今後、この基本的な合意に基づきコミュ

ニティプラザの基本設計、詳細設計が行

われますが、本日は、各施設の配置を含

めた建物の概略を資料として配付させて

いただいております。なお、建物につき
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ましては、現時点での概略でございまし

て、今後進める中で、建設物価の高騰状

況を初め、他の状況の変化も予想されま

すので、多少の変更もあることをお含み

いただきたいと思っております。

　ただ、本日の概略図面が大幅に変わる

場合は、適宜説明をさせていただきたい

と考えております。

　それでは、寄附に係る基本的合意事項

及び建物の概略について担当の方からご

説明をさせていただきます。

○木村委員長　吉田公室参事。

○吉田市長公室参事　おはようございま

す。

　それでは、私の方からは、まず、次第

に基づきまして、第１点目の（仮称）コ

ミュニティプラザ複合施設の建設及び寄

附に関する協定書（案）についてご説明

を申し上げます。

　まず、お手元にご配付させていただい

ております資料１に基づきましてご説明

申し上げます。

　今回の寄附協定に至る経緯でございま

す。

　まず、背景といたしましては、平成１

９年３月１３日に本委員会にもご説明を

申し上げましたが、南千里丘まちづくり

構想に関する覚書をジェイ・エス・ビー

と協定を結んでおります。その覚書に基

づきまして、民間施設との一体整備によ

るリース、リースバック方式を検討を今

日までいたしてまいりました。

　ただ、本市の財政負担に大きな影響を

与えることが避けられないというのが現

状でございます。その中で、今現在はジェ

イ・エス・ビーとして市の負担軽減への

協力といたしまして、先ほど公室長から

もありましたように、寄附という形での

貢献の方が企業イメージの観点からも有

益であろうというご判断をいただいたと

ころでございます。

　そういう背景に基づきまして、今回、

平成２０年６月２５日でございますけど

も、本市からジェイ・エス・ビーさんの

方に対しまして（仮称）コミュニティプ

ラザ複合施設の建設及び寄附についての

ご依頼を申し上げました。その内容とい

たしましては、本市の財政状況及び負担

の縮減への協力についてでございます。

そして、施設の建設及び寄附について協

定締結をしていただきたいということで

ご依頼を申し上げ、それを受けジェイ・

エス・ビーと摂津市との双方の間で今回

（仮称）コミュニティプラザ複合施設建

設及び寄附に関する協定書の締結に向け

ての基本が整ったというのが現在の状況

でございます。

　今現在は、協定の中身について最終調

整を行っており、今後、項目について精

査し、最終協定を締結してまいりたいと

いうふうに考えております。

　次に、寄附の協定の概要でございます。

　まず、前文でございますけれども、今

回の（仮称）コミュニティプラザ複合施

設の建設及び寄附に関する基本的事項に

ついて今回は協定を締結するということ

でジェイ・エス・ビーさんからは、この

寄附行為に関し、または建設をすること

に関し、基本的事項について整理ができ

たというふうに考えております。

　また、今回の協定の第１条ということ

の目的といたしましては、まず１点目で

は、ジェイ・エス・ビーさんはコミュニ

ティプラザの建設整備を図る。つまり、

ジェイ・エス・ビーがこの施設を建設す

るということでございます。

　次に、２点目といたしましては、ジェ

イ・エス・ビーはコミュニティプラザの

建設及び寄附を行うことにより摂津市の

財政的負担を縮減し、もって摂津市及び
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市民に寄与するという形になっておりま

す。

　ただ、摂津市の特に財政負担というこ

とは、先ほども申し上げましたように、

リース、リースバック等で考えますとラ

イフサイクルコストから考えて相当の財

政負担が伴うという観点からお願いをし、

こういう協議を基本に今日まで至ってき

たということでございます。

　次に、第２条ございます。

　コミュニティプラザの建設等について

でございます。

　ここでの第１点目につきましては、ジェ

イ・エス・ビーは別添図書概要、後ほど

ご説明申し上げますので、よろしくお願

い申し上げます。ジェイ・エス・ビーは

覚書に基づきコミュニティプラザを建設

する。

　そして、２点目といたしましては、コ

ミュニティプラザの建設の規模、そして

仕様及び工期等につきましては、両者協

議の上、決定するということになってお

ります。

　次に、３点目でございます。

　摂津市及びジェイ・エス・ビーは、協

働して請負者による工事が仕様書等に合

致していることを双方が確認するという

ことで、内容につきましてもすべてジェ

イ・エス・ビー、そして摂津市において

協議、そして決定していくというような

スキームになっております。

　ただ、今回のこのコミュニティプラザ

建設のそれ以外のものといたしましても

工事の検査に摂津市が立ち会うとか、法

定検査に合致しない場合においては業者

に必要な手法を求めることができるとい

うような詳細な内容についても今後、詰

めてまいるという形になってまいります。

　次、３条でございます。

　これは寄附行為についての概要でござ

いますが、まず１点目は、ジェイ・エス・

ビーはコミュニティプラザ完成、現在、

平成２２年３月を予定いたしております

が、その後、直ちに摂津市に寄附すると

いう形になってまいります。

　そして、２点目におきましては、ジェ

イ・エス・ビーは所有権を摂津市に移転

するということで、この場合、特に施設

について使用を妨げるような権利、権限

等は一切省いて建物をきれいな形で摂津

市に対して移転するという形になります。

そういう内容をもって今後、協定を具体

的に整理することになると思います。

　次に、４条でございます。

　所有権移転登記の手続でございます。

　ジェイ・エス・ビーは所有権移転手続

について必要な図書を摂津市に対して提

出するという形でございます。というこ

とは、この所有権の手続につきましては、

本市が書面にて行うという形になろうか

というふうに考えております。

　次に、５条でございます。

　５条は、寄附行為の手続でございます。

　まず第１点目は、両者は詳細について

別途書面による確認を平成２１年２月、

来年２月の末日までに、予定でございま

すけども行うと。内容につきましては、

確認すべき内容は建築の規模及び最終的

な仕様及び工期、もう一点大事なのが建

設費用でございます。

　今現時点、やっとコミュニティプラザ、

後ほどご説明申し上げますけども、コミュ

ニティプラザのおおむねの配置が決まり

ましたけども、最終的に幾らかかるのか

ということはまだ現時点では判明してお

りませんので、それが来年２月までには

建設費用も含めまして明確に示していく。

それを双方が確認し、書面をもって締結

するというのが最終的な決定事項になろ

うかというふうに考えております。
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　次に、２点目でございます。

　ジェイ・エス・ビーは寄附に当たりま

しては、法人税の寄附金の特例措置を受

けることを前提とする。つまり、損金と

して企業としては考えたいということで

ございます。

　次、３点目でございます。

　ジェイ・エス・ビーは社内コンプライ

アンスの遵守に従い遺漏なきよう図る。

つまり、社内的に説明責任を果たしてい

くということでございますし、摂津市に

とりましては、当然それに対する資料と

して財政的な負担の具体的な縮減を効果

を提示していくという形のなろうかとい

うふうに考えております。

　６条でございますけれども、６条は、

これ以外の細かい内容について疑義が生

じた場合は別途両者で協議の上、取り決

めるという形になっております。

　以上が、次第に基づく（仮称）コミュ

ニティプラザ複合施設建設及び寄附に関

する協定書の案の内容でございます。

　それでは、引き続きまして、別紙２及

び別図１をお手元に配付させていただい

ております資料に基づきましてご説明申

し上げます。

　内容につきましては、別紙の（仮称）

コミュニティプラザ複合施設計画（案）

の概要が主な施設の部屋割でございます

けども、規模で明記しておりますので、

それに基づきましてご説明を申し上げた

いというふうに考えております。

　まず、今回のこのコミュニティプラザ

に関します図書の概要でございます。

　所在地は摂津市南千里丘でございます。

地番が５４０の５及び６４５の１の一部

でございます。場所的には今回の摂津市

駅の新駅の駅前に直接かかわる直近する

場所でございます。駅前でございます。

そして地目は宅地。地積は福祉会館の公

共用地及び飛び換地によりまして６,０

００平米を駅前に摂津市としては担保い

たしております。その上に概算述べ床面

積、これからご説明しますコミュニティ

プラザの総床面積といたしましては６,

８０１平米を予定いたしております。

　そして、構造は鉄筋コンクリートＲＣ

造で、階数でございますけども、今の予

定では地下１階地上３階でございます。

　ただ、今後、先ほどもありましたけど

も、注意事項でお示しはさせていただい

ておりますが、今後いろいろ建築確認等

もございますので、別添図書は今後、都

市景観及び建築確認申請等の詳細な協議

により変更の可能性もあるということも

ご理解をいただきたいと思います。そし

て、特に修景関連構造につきましては、

摂津市が当然これを受けますので、管理

費等将来のメンテナンスも考えまして、

相当な負担がかかる場合は、それにかか

わる変更の可能性もございますというこ

ともご承知おきいただきたいと思います。

　そして、構造、設備、仕様、諸室の床

面積などにつきましては、今後、協議に

より最終的に決定していくものと考えて

おりますが、これにつきましては、先ほ

ど協定にもございましたように、来年２

月末に最終的な確定の覚書の締結をして

いきたいというふうに考えております。

　もう一点は、これからご説明いたしま

す図面の配置の中に駅前の公共駐輪場が

含まれております。これにつきましては、

本協定つまり寄附の対象にはなっており

ますのでご理解の方、よろしくお願いし

ます。

　それでは、コミュニティの関連部分に

ついて主な諸室についてご説明を申し上

げます。

　今回のこの施設の配置につきましては、

ヒアリングで各所管部を集めまして、大
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体検討会を１０５回ほど開いております。

町内で。それの各意見を取りまとめ、現

在、現段階で最終的な案として我々は図

化していただいて、その上で今日ご説明

ができた状況でございます。

　まず、今回の先ほど申しました敷地の

区域でございます。ここが新駅で駅前広

場がございまして、これが区画道路１号

線、ちょうど真ん中を通過する幹線道路

でございます。ここが境川になります。

そして、この６,０００平米の面積と申

しますのは、こういう形で６,０００平

米の規模を持っております。これが今回

のコミュニティプラザの敷地規模でござ

います。

　そして、先ほどもお願い申し上げまし

たこの駐輪場につきましては、今回のこ

れは駅へ寄りつくための駐輪場でござい

ますので、コミュニティプラザとは関係

ございませんので、この分は寄附の内容

から外しております。

　もう一点、この部分につきましては、

基本的に地区計画等でいろいろ制限を加

えておりますので、その内容をクリアし

た配置になっております。そして、この

配置でございますけれども、このだいだ

い色に点線で表示しております部分がコ

ミュニティにかかわる施設でございます。

そして、黄色の点線で表示しております

部分が保健センターにかかわる施設でご

ざいます。そして、ここでいいますこの

部分のコミュニティの中にもシルバー人

材センターのエリアもあれば、今回この

施設全体の総合的な窓口、産・官・学・

市民の連携等も兼ね備えた今後展開をし

ていきたいという市のコンセプトもござ

いますので、それの総合窓口として施設

の窓口機能をここに正面に設置したい。

そして、男女共同参画センターの施設配

置は、ここで集約していきたいというふ

うに考えております。そして、市民がフ

リーに使っていただけるようなスペース

としてフリーミーティングスペースとし

てこの部分を中央に配置していきたいと

いうふうに考えております。ここは情報

コーナーとかいろんな人が来て談話して

いただけるようなフリースペースで有効

に使いたいというふうに考えております。

ここは保健センターの部分でございます

が、特にこの部分は立体駐車場を予定し

ております。台数は約４０台予定をいた

しておりまして、これはこのコミュニティ

全体で使っていく立体駐車場となります。

これを配した理由といたしましては、駅

前広場からの車動線は基本的には取れま

せんということで、進入路を確保できま

すのが、この中央の区画道路からしか引

き込み道路が取れませんので、ここしか

配置ができなかったというのが現状でご

ざいます。

　以上のことで、これは全体のコミュニ

ケーションプラザにかかわります配置で

ございます。

　それでは、お手元の資料２の３ページ

からご説明を申し上げます。

　まず。コミュニティプラザの東棟とい

うように表現させていただいております

けども、コミュニティにかかわる施設の

配置でございます。

　まず、先ほど申し上げましたように、

ここに総合窓口がございます。そして、

ここは駅の方から入ってエントランス、

ここがフリーミーティングのスペースで

す。これが男女共同参画センターでシル

バーとなります。そして、エントランス

を入り、ここの部分は常設ギャラリーと

して有効に使いたいということで、この

真ん中中央の部分は通路にオープンスペー

スとなっておりますので、ウインドショッ

ピング的なその常設ギャラリーで使って
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いきたい。外からも見れる、中からも見

れるような有効に使いたいというふうに

考えております。そして、このフリース

ペースでございますけども、この面積が

約１５０平米ほどございます。

　次に、施設の窓口機能といたしまして

は、先ほどご説明申し上げました総合窓

口、シルバー人材センターがここに事務

所がありまして、ミーティングルーム、

そして館長室になります。

　次に、４ページお開きいただきたいと

思います。

　資料２の４ページにおきましては、男

女共同参画センターの施設配置でござい

ますけども、事務室機能を両向かい合い

で設置しながら、その前に情報ルームを

設置してまいります。現在の男女共同参

画センターも情報ルームと申しまして図

書室のようなものございますので、その

機能をここで活用し、テーブルを置いて

市民の方々が来館されて有効にここで情

報を集めていただくようなスペースも考

えていきたい。

　そして、男女共同参画センターにかか

わる各種いろんな活動をされている団体

さんとかグループございますので、その

方々が自由に使っていただけるスペース

として、このミーティングルームを配置

いたしました。この配置につきましては、

ここに可動式間仕切りを設けて一体的に

利用も可能ですし、二つのグループが同

時に活動することも可能な配置に考えて

おります。そして、館長室はここに置い

て、今回考えておりますのは、大事なの

が、この相談機能を持たせた部屋割でご

ざいます。特に相談に来られる方のプラ

イバシーを守るという観点から、いろい

ろ何通りも考えた結果、ここに配置を考

えました。つまり、相談された方はこう

いうふうに入って来られて、女子トイレ

なり、トイレ行くような格好をして、こ

のまま相談ルームに入れるという。そし

て法律相談なり、電話相談、そして面接

などいろんなここで相談業務が一体的に

できると。だから、ただ、ここにも書か

せていただいておりますＤＶ相談につき

ましては特殊性がございますので、非常

時の場合どうするんだと、入ってしまっ

たらということございますので、もしも

の場合は、ここから向こうに外へ抜ける

ような配置もドアも考えております。

　このような形で、今回男女共同参画セ

ンターに付随する相談業務につきまして

は充実を図ってまいりたいというふうに

考えております。

　もう一点、保育室でございます。ここ

も可動間仕切りで一時保育と、例えば子

供との交流ということも両方の活動がで

きる。そして、人数が多ければ可動間仕

切りを取りますと一体的にそういう事業

とか活動ができてまいるという配置に考

えております。

　次に、２階でございます。これはコミュ

ニティプラザの２階部分が主に会議棟の

ような形で配置をいたしております。

　まず、第１会議室、第２、第３、第４、

第５、第６、会議室自身で６会議室を保

有しています。そして、研修室といたし

ましては第１、第２、そして、工作室の

研修室、第３ございます。このような形

で、お手持ちの資料でも書いております

が、例えば第１と第２可動間仕切りを開

けますと、おおむね約９０平米の床面積

となり、５４人がここで会議なりができ

るという形になっております。会議はス

クール形式の配置でございます。

　そして、今回初めて取り入れましたの

が、この各種団体ルームでございます。

この５ページで表現させてもらっており

ますが、各種団体ルーム４０平米を確保
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しながら横には印刷室、そして、事業に

かかわるものを置いたりする備品庫も備

えております。この各種団体ルームにつ

きましては、基本的には先ほど申し上げ

ました産・官・学・市民の連携にかかわ

るような各種団体の基本は市民団体でそ

ういう連携が図っていただけるような、

活動していただけるような団体さんが自

由に使っていただけるような部屋割をこ

こに考えていきたいというふうに考えて

おります。

　ただ、今後、詳細につきましては、ソ

フト部分につきましては、今後１年半先

にこの建設までにソフト部分は十分検討

してまいりたいというふうに考えており

ます。

　次に、コミュニティプラザにかかわり

ます３階部分でございます。この３階に

つきましては、エレベータを上がります

と正面にホワイエがございます。ホール

がありまして、水色のこの部分がコンベ

ンションホールとして今回配置をいたし

ております。規模的には、ここにも書い

ておりますけれども、約４３２平米、こ

れは立食形式で２９０名でございます。

スクール形式でいきますと、お手元の資

料に書いておりますように３１５人が収

容可能というふうになっております。そ

して、控室を設け、こことここが控え室

となります。ここは応接になります。　

この部屋割といたしましては、これとこ

こには可動間仕切りを備えつけます。

　そして、例えばこの部屋を一体的に使

う場合、全体を使う場合、おのおの個別

で使う場合のいろんなロケーションを兼

ね備えた利用の仕方を考えております。

特にこの部分につきましては、ステージ

を設置してまいりたいというふうに考え

ております。これはいろいろご意見はあ

ろうかと思いますけれども、最大この部

分では有効に複合化した形でむだなく使っ

ていきたいというふうに考えております。

例えば、ちょっとわかりにくいですけど

も、この部分両サイドに３から４メーター

の袖を設けて、ここには袖が確保できる

とようにいたします。そして、このステー

ジでございますけども、可動式で引上げ

式になります。この引き上げ、今の予定

では４０センチ、６０センチ、８０セン

チの高さを可動で変えれることになりま

すので、８０センチの最高このステージ

が設けれると。そして、例えば合唱など

になりますと段を使いますので、その場

合は４０、６０、８０でこういうひな壇

のような活用もできるということを考え

たステージでございます。特に出られる、

出場される方の顔を合わさないというこ

とで、ここにドアを設けて、これは独立

したスペースに考えております。この通

路、そして控室が一体的に活用できると

いう形と、もう一点は、ここには当然こ

れ昇降で上げますと車いすが上がれませ

んので、ここに車いす用の昇降機を設け

て車いすの方でもこのステージが活用で

きるようなロケーションを作ってまいり

たいというふうに考えております。そし

て両サイドにはホワイエを設けて、特に

これは固定式の可動ステージでございま

す。この部分は、例えばこの部屋を使わ

れた場合にステージがございませんので、

これは倉庫になおせますけども、可動式

のステージとなって運び込みができるも

のの形を考えております。だから、これ

をすべて使わなくて、例えばこちらにス

テージを設けたい場合はこれを使います。

だから、そのあたり、今のいろんな設備

がございますので、これをむだなく有効

に活用してまいりたいというふうに考え

ております。

　以上でございます。
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　これは今までコミュニティプラザの部

分でございますが、次に、お手持ちの資

料の６ページをごらんいただきたいと思

います。ここは保健センターの関連部分

でございます。

　まず、保健センターの概要でございま

すけども、先ほど申し上げましたように、

区画街路１号線から健診用の一番大型の

バスでございます。レントゲン車の。そ

れが２台入れるスペースを設けておりま

す。ここを立体駐車場がありまして、障

害者用のスペースあります。駐車場スペー

スになります。そして、ここから入られ

まして、これが全体が保健センターでご

ざいますので、ここに中央に事務室を配

置します。

　そして、この１階部分と申しますのが、

母子診断機能の健診のスペースとして考

えております。子供さんを連れて来られ

て待合で受付をし、そして、集団、個別

指導を受けながら１周ぐるっと回ってい

ただいたらすべての健診が終わる配置に

なっております。

　そして、ここには離乳食とかいろんな

食事指導とかいろんなことの指導するこ

とにも使える調理実習室を設けて、今ま

でございませんでしたけれども、今回は

試食するスペースも設けております。そ

して、例えば離乳食をつくって赤ちゃん

にここで試食さすことも可能になります。

そういうような配置を考えております。

そして、ここは本の読み聞かせコーナー

も設けております。

　２階部分でございます。２階部分の保

健センター機能といたしましては、７ペー

ジにもお示しいたしておりますが、下段

でございます。市民健康診断の機能をも

たせております。２階エレベータへ上がっ

ていただいて更衣室、着がえていただけ

ればそのまま通路を出て中待合からスター

トいたしまして、１周回りますとすべて

の健診診断を行います。そして、すべて

が終われば着がえていただいて、そのま

まエレベータで下りていただくという形

になります。そして、下りていただきま

すと、このままレントゲン車でレントゲ

ンを受けて、そのまま帰っていただくと

いう動線となります。だから、このあた

りむだなく施設配置によりまして行った

り来たりすることがないようなサービス

提供ができるであろうというふうに考え

ております。

　そして、ここの部分でございますけど

も、ここは健康増進指導ルームといたし

まして、いろんな体の増進にかかわる指

導をしたりする部屋にも使えます。この

部分はコミュニティと一体的に供用して

まいりたいというふうに考えております。

例えばジャズダンスとか、体を鍛えるヨ

ガとかいろんなことに一般の方々が使っ

ていただける。つまり、保健センターは

土曜、日曜が閉まってましても、この部

分は独立しておりますので、市民のいろ

んな形でここを健康増進のために有効に

使っていただけるような施設配置に考え

ております。そして、更衣室と洗面を備

えてつけた施設割になっております。

　これが最後でございますけども、８ペー

ジの下段の表でございます。ここの３階

部分になります。この保健センターの３

階部分で、ここでは機能訓練室１、２と

言語療法室を設けております。この場合、

今回この施設を設けますのが、実は休日

応急診療所の３階部分でリハビリセンター

がございます。そのセンターの機能を今

回リハビリというのが基本になっており

ますが、今回は介護予防という観点も含

めましてリハビリセンター機能を充実し

てまいりたいという考えで今回施設配置

を考えております。それによって状況に
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よっては１と２の機能訓練室の使い方を

変えていくのかなというふうに考えてお

りますし、人数が多ければここも可動間

仕切りを活用して一体的に面積的には約

２５０平米ぐらいの床面積になりますの

で、ちょうど市役所７階の講堂の広さよ

りまだ大きい面積がここで一体的に担保

されてまいるという状況でございます。

　以上で、このコミュニティプラザ複合

施設の計画にかかわります概要について

ご説明をさせていただきました。

○木村委員長　中谷都市部長。

○中谷都市整備部長　それでは、私の方

から（仮称）摂津市駅の外観デザインが

阪急の方から示されてきましたので、ご

説明をさせていただきます。

　外観デザインのコンセプトとしては、

未来へのウエーブということでございま

す。南千里丘のまちづくりで創設された

緑豊かなまち並みに溶け込むようやわら

かな曲線を屋根形状に採用しているとい

うことです。

　それから、曲線で地球温暖化対策モデ

ル地区となるまちづくりの構想、理念が

この地から新たな風を吹き起こす水面に

広がる波紋のようにという思いを表現さ

れているということです。

　それから、北向きの曲線の屋根を持つ

駅舎は摂津市の顔となる駅、まちのラン

ドマークとして親しまれることを期待し

てとのことでございます。

　具体的な機能といたしましては、これ

がちょうどここのコミュニティプラザの

方から北西を望んだデザインということ

です。これが駅舎のメーンの駅舎という

ことです。ここに階段がございますけど

も、この階段から改札を通って中へ入っ

ていくと。こちらの方の棟の平面図でい

えばトイレ、階段、それから事務所等が

こちらの方のこの棟に整備されていると。

こちらの方は北口の改札口ということで、

京都方面に行く改札口がここから入って

くると。だから、ちょうどここの橋がご

ざいますけども、境川の橋をとんとんと

越えてここの改札を入って京都方面の改

札がある。それと、ちょうどこの辺です

ね。ちょうど３分の２あたりのところか

らこちらの方が大阪方面に行くホームと

いうことでございます。

　簡単ではございますが、私からの説明

は以上です。

　それと、もう一点、この場をお借りし

てご報告したいことがございます。次第

にはちょっと書いておりませんけども、

過日、吹操跡地の売買の補正をお願いい

たしまして、８月２６日付で停止条件つ

きで無事鉄道機構と売買契約の締結に至

りました。次の議会でご承認をいただい

たら効力を発するということになってお

ります。

　以上、私からの報告でございます。

○木村委員長　説明は終わりました。

　この際、質問がありましたらお受けし

ます。嶋野委員。

○嶋野委員　おはようございます。

　るるご説明をいただきまして、何点か

お聞かせをいただきたいと思います。

　今回コミュニティプラザの複合施設に

つきまして、ジェイ・エス・ビーから寄

附がなされるということで細かいご説明

をいただきました。

　６月２５日に寄附の依頼をされて、そ

れでそれに応じていただいたという形に

なろうかなと思うんですが、私が気にな

るのがですね、その寄附をしていただく

と、寄附を受けるということまでは摂津

市にとって非常にありがたいと申します

か、財政的な負担等を考えると喜ばし話

なのかなと思うんですが、その費用につ

いてもまだ決まっていないという段階で、
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寄附だけを受けるということが決まって

いるということをですね、これどのよう

に我々受けとめたらいいのかなというの

は正直わからないところでございまして、

本来であるなら、私、素人考えかもしれ

ませんけれども、規模であるとか、ある

いは仕様であるとか、費用というものを

まず確定しておいた上でどうするんだと

いう話になるのが私は当然じゃないのか

なと思うんですが、このようになったと

いうことにつきまして一度ご説明をいた

だきたいなというように思います。

　それと、コミュニティプラザの今の案

としての概要を参事からお聞かせをいた

だきました。ちょっと私も不勉強で申し

わけないんですが、そのいろんな機能が

ここの中に集積してくるということなん

ですが、総合窓口というようなものが位

置づけられているんですが、これは今あ

るふれあいルームの施設管理公社が、そっ

くりこっちに入ってくるということなの

かどうか、一度お聞かせいただきたいと

思います。

　それと、会議室が六つと研修室が二つ

と、工作室含めると三つになるんでしょ

うかというような配置になっているんで

すが、今のさまざまな会議室の使用頻度

等を考えたときに、これだけ要るという

ように判断されたのか、この点につきま

してもお聞かせをいただきたいと思いま

す。

　あと、最後にご説明いただきました

（仮称）摂津市駅の外観についてなんで

すけれども、これはあくまでも外観とい

うことなので、きょうどこまでお聞かせ

いただけるのかちょっとわからないんで

すが、南千里丘のまちづくり自体が環境

に優しいということでどんどんとＰＲし

ていくわけなんですけれども、私は、こ

れ南千里丘の中に当然駅舎も入ってくる

だろうというふうに考えております。こ

の駅舎の中身を考えた場合に、どのよう

な環境に対する配慮がなされているのか

ということについてもやはりこれから摂

津市としてもまだ阪急といろいろと協議

を重ねていかれるべきでないのかなと思

うんですが、その点について、今報告で

きるところがあればお聞きしたいという

ことと、私は、環境に優しいということ

は、やはり人にも優しいということにな

るんじゃないかなというふうに考えてお

りまして、これまた別の機会でございま

すけれども、部長もお越しになられてで

すね、ＪＲ千里丘の安全対策ということ

でいろいろと市長と議長が連名で要望し

ていこうというようなお話になっていた

んですけれども、そういった人に優しい

ということでも駅舎に何か工夫がなされ

るべきでないのかなというふうに私は考

えるんですが、その点につきましても、

今お話しできる範囲でお答えいただきた

いなと思います。

　以上です。

○木村委員長　吉田参事。

○吉田市長公室参事　一点目の寄附を受

ける場合におきまして不明確な部分が多

い中で、特に仕様は基準的にそんなに変

わらないと思いますけども、やはり費用

が不明確な段階での協定はいかがなもの

かというかどうなるんだというご意見、

ご質問だったと思いますけれども、我々

といたしましては、この規模を先に今回

決めさせていただいているのは、おおむ

ねの建設費というのは概算では出ますし、

大体平米当たりの考え方というのは出て

まいります。

　ただ、公共単価と民間単価はあるでしょ

うけども、一般的な価格として平米当た

りどれぐらいかかるかというのは実績数

値で向こうも概算はつかんでおられると
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思います。

　その上で、例えば摂津市におきまして

も安威川公民館なんかを事例を挙げさせ

ていただければ平米当たりの単価が出ま

す。建物の高さも３階でございます。だ

から構造的にも斟酌しないかなという中

で考えますと、おおむねの費用も考えら

れると。その上で双方が、例えばジェイ・

エス・ビー側としてもその大体の枠を考

えながらの協定となっておりますので、

ただ、先ほど言いましたように、土質が

まだわかりませんので、土質による基礎

の部分がどうだろうなという詳細な部分

がまだ全然詰まってませんので、そうい

うことを踏まえてトータル費用としてわ

かるのが来年の２月。

　それと、もう一点は、先ほどご説明さ

せていただきましたけれども、今回は意

思をきちっと確認しようと。寄附の意思

を。その部分をもって詳細に詰めましょ

うと。意思もわからない中で双方が思い

込みだけでやってますと非常に不安定な

土台の中での協議になりますので、先ほ

ど言いましたように、意思を確認しなが

ら、そしてお互いが努力してですね、例

えばお金が枠として考えられなければ質

を若干落とすなりいろんなことがござい

ますけれども、やっぱり意思を確認しな

いと本当に寄附をいただけるのかという

部分がございますので、そのあたりをき

ちっと今回は協定をまいて、そして最終

的な使用について確認を行うというのが

一つの流れというふうに我々は理解して

おりますので、最終的には先ほど言いま

したように、協定の中で期日を２月末と

いうふうに指定をしておりますので、そ

れに向けて中身を調整してまいると、協

議をしてまいると、それを最終的にやっ

ていただきたいというふうに考えており

ます。

　ただ、今回はきちっと寄附をしていた

だけるという意思を確認できたというこ

とに思っています。

　ただ、その中身につきましては、当然

このお手元に配付しております図面を貼

付いたしてまいりますので、最終的には

こういうような中身を寄附いただけると

いうことは確認をとっていけるのかなと

いうふうに考えております。

　もう一点、会議室の使用でございます

けれども、今回の旧総合福祉会館の機能

の施設割でございますけれども、実際会

議室そのものが第１会議室から集会室ま

で９会議室に使える部屋がございました。

そこの面積がおおむね８１８でしたけれ

ども、条例で定めますけど収容人員が３

５５人の収容機能を持っておりました。

今回のコミュニティプラザの部屋割でい

きますと、コミュニティプラザのコンベ

ンションホールは三つの部屋と換算をさ

せていただきますけども、ただ一体的に

利用しますので最大人員として考えさせ

ていただいて、部屋の数としましては１

５、面積としましては今９２０程度の面

積を担保しながら、おおむね５９６人、

６００人ぐらいの収容機能を持たせれる

と。これはちょっと見にくいですけども、

部屋の机を入れて配置をしておりますの

で、スクール形式で、だから実際の入る

数をカウントしております。その中で、

我々の方とすれば十分足り得るというこ

とと、もう一点は、男女共同参画センター

も参画しますので、その部屋数を入れま

して、向こうは第１会議室から第３会議

室までございます。それをトータルしま

すと、ちょうど１５ほどございます。だ

から数的には基本的には変わりませんし、

収容人員、旧福祉会館と男女共同参画セ

ンター合わせまして５８１人の収容機能

でございます。今回のコミュニティプラ
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ザ、先ほどご説明申し上げましたように

５９６人ということで収容機能としては

若干上回った機能配置になっているとい

うふうに考えております。

　それと、もう一点は、特に稼働率を考

えますとこれで男女共同、ふれあいルー

ム、フォルテ２１２、２１３などの稼働

率を考えて施設配置の規模もある程度考

えておりますので、そのあたりはむだな

く、そして足らないというような環境に

はならないというように理解はいたして

おります。

　私の方からは、この２点でございます。

○木村委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、新駅

に対する外観だけでなくて環境に配慮し

た優しいまちということで、その対策が

とられているのかどうかについてでござ

いますけども、阪急電鉄とも何度か協議

した中で、昨年の１１月に環境に配慮し

たまちということで協定締結後さまざま

な検討をされております。まだこれにつ

きましては具体的にどうするという事に

はなっておりませんけれども、できるだ

け電力を使わない省エネタイプのものを

使っていきたい。あるいは駅舎部分の窓

を大きくして電力を使わない部分とか、

例えばトイレにつきましては、人がいな

いときには電気を消して、人が入ると電

気がつくように、そして太陽光発電など

取り入れながらＣＯ
2をできるだけ削減

した駅に取り組んでいきたいということ

で検討はされてるということは聞いてお

ります。

　ただ、正式に提示は今のところいただ

いておりません。

　以上です。

○木村委員長　寺田公室長。

○寺田市長公室長　それでは、私の方か

らは一点目の総合窓口のことについて答

弁します。

　今回の寄附に当たりまして、ジェイ・

エス・ビーの方は、この南千里丘のまち

づくりが市民交流、あるいは大学との連

携、環境に配慮したまちづくり等々いろ

んなコンセプトがございまして、それら

に賛同されて、その拠点であるコミュニ

ティプラザ、保健センター等を寄附をす

るという意思を示されたわけであります。

　そういうことから、これはまだ文章で

は確認はしてないんですが、何点か寄附

に当たっての条件等もございます。

　と申しますのは、まず先ほど言いまし

たこの南千里丘の市民交流、大学との連

携、あるいは環境に配慮したまちづくり

ということでジェイ・エス・ビーの方も

何らか今後これらのことがスムーズに行

えるように団体等を設立をして、今後も

摂津市と協力してやっていきたいという

ようなお気持ちがございます。そういう

ことからいたしまして、ジェイ・エス・

ビー側はそういうことの施策については

ジェイ・エス・ビーと協力してやってい

くわけですが、市と直接話し合って運営

をしたいと。そうしますと、このコミュ

ニティプラザは指定管理者制度では無理

だというふうに我々が考えておりまして、

直接市がこの施設等を管理運営をしてい

くポジションが要るだろうというふうに

今現在考えております。そういうことか

ら、そういうポジションができましたら、

その総合窓口にそういう市民交流等を行っ

ていく直接市の窓口が設置されるという

ことになります。

　したがいまして、現在施設管理公社は

この５年間ですね、あと２年ですか、指

定管理者ということで施設管理公社が行っ

ておられますので、施設管理公社が悪い

とかそういう問題じゃなしに、将来的に

例えば指定管理者にいたしますと民間の
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指定管理者が入ってくるということもあ

りますので、そういうことはジェイ・エ

ス・ビーの方は本意ではございませんの

で、直接市とやっていきたいということ

ですので、そういうことからしますと、

市の直営の窓口を設けたいというふうに

考えております。

　以上でございます。

○木村委員長　嶋野委員。

○嶋野委員　冒頭に規模であるとか、あ

るいは仕様とか費用がまだわからない範

囲で寄附という約束だけをするというの

はどうなのかなというお話させていただ

いたんですが、冒頭に公室長が、大幅に

変える場合は適宜説明するというように

ご説明されましたので、そういう可能性

があるのかなと、そういうこともあり得

るのかなという思いでちょっとお聞かせ

をいただいたんですが、それであるなら

ば、ジェイ・エス・ビーとしてもやはり

民間の企業ですから、それも金融機関か

ら融資を受けながらこの事業に携わって

いくということになると思いますし、そ

うなってくると、金融機関としてもその

ことが果たして採算に合うのかどうかと

いうことも考えながら当然融資をされて

いくということになっていくんですが、

それなら詳しい数字はわからないにして

も、あらかたやはりジェイ・エス・ビー

にしても、コミュニティプラザの寄附に

関して、これぐらいであるならば出せる

だろうなというような数字があろうと思

いますし、この規模のコミュニティプラ

ザが建てられるとするならば、果たして

どれぐらいの概算を今持っておられるの

か、ぜひその点についてもできればお聞

かせをいただきたいなというように思い

ます。

　それと、この総合窓口のことにつきま

して、ジェイ・エス・ビーが市と直接い

ろいろお話をされていきながらしていく

ので指定管理者では無理であろうという

ようなお話であったんですが、というこ

とは、今のふれあいルームはこれからど

うなっていくのか、ちょっと関連質問に

なってしまいますけれども、その点につ

きましてもお聞かせいただきたいなと思

います。

　それと、阪急の駅舎につきましては、

電力をなるたけ使わない、ＣＯ2の削減

に努めていくことを検討していくという

ことでございますので、ぜひこの点につ

きましては、駅舎もやはり私はまちづく

りの区域に含めるべきであると考えてい

ますので、その点につきまして阪急と協

議を重ねていただきたいと思いますし、

また、その私、人に優しいということを

言わせていただきましたけれども、ぜひ

その点につきましてもお話を進めていっ

ていただきたいというように思います。

　以上でお願いします。

○木村委員長　一点目の寄附とその中身

の問題ね、施設の計画概要とこれにのっ

とってジェイ・エス・ビーが寄附をする

と、それはおおむね概算としてどれぐら

いかかるんか、我々が非公式に聞いてる

話は二十七、八億ではないかということ

だったんですけれども、今の地価の高騰

からすれば、いろんな諸物価の高騰から

すれば、多分それを上回っていくだろう

と。上回ったらジェイ・エス・ビーとし

てはそれは寄附できませんということで

は私はないと思うんですね。やはり寄附

をすると言った以上は、この絵と概要の

整合性を考えて寄附をするということに

なってくると思うんですが、その辺のこ

とについて担当の方で答弁できるようで

したら答弁していてもらったらいいと思

いますが。小野副市長。

○小野副市長　概算の問題でございます

－
14
－



が、ご存じの今、原油高の問題から総事

業費が３割とも４割とも上がっておると

いうふうに聞き及びます。

　私、この寄附の問題を市長ともお願い

したときに、イメージとしては大体会館

２５億、境川５億程度、大体３０億程度

というのをイメージとしてもってまいり

ました。

　ただ、先ほど吉田が言いましたように、

安威川公民館を見たときに、この費用が

現実に６,８００平米建てたときに、今

どの程度まで上がっておるのかというこ

とが、これだけでもまともにいけば３０

億程度になるんではないかという予測も

できます。

　したがいまして、今申し上げているよ

うに、これから大きく変わってくるとは

考えられませんが、若干の寄附をお願い

する向こうの社の都合もあるでしょうし、

それから、まだあと境川問題も処理の問

題も出ておりますから、私当初はおおむ

ね全体の中でジェイ・エス・ビーさんに

もほのかにわかってもらっていたと思い

ますが、大体３０億程度というふうに考

えておりました。

　なぜそういうことを考えているかとい

いますと、端的に申し上げますと、駅を

つくれるのは民間ではできません。駅の

誘致は、あくまでもその地元の市でなけ

ればできないいうこの中身。そして、も

う一ついろいろありますが、都市計画決

定の変更ができるのも摂津市しかできな

い。それによってジェイ・エス・ビーさ

ん側は土地の付加価値が上がるわけでご

ざいますから、その部分についての応分

の摂津市に対する寄附はお願いをしたい

というのは端的に言えばそういうような

考え方もございますし、それが民間サイ

ドで、例えばそれを摂津市が駅を負担す

る、区画道路もつける、都計へ変更する

と、仮にそういうことがないとするなら

ば、いわゆる民間企業にうまく利用され

たまちと、もうけを全部持っていかれた

まちということになるわけでございます

から、私どもは、そういうことも市がで

きる範囲の中でやることはやる。しかし

ながら、その当該、いわゆるジェイ・エ

ス・ビーさんもそれなりの形にお願いを

したいと。そのときには法人税の云々の

問題がございますが、そういうこともま

とめながら大体マックス３０億程度とい

うのは頭にはございました。

　ただ、この時点で鉄板鋼板素材が５割

とも言われている状況がございますので、

吉田が言いましたそこのくい打ち一本に

してもどうなるのかということもありま

すから、それを最初の２月末までには明

確に決めて議会と協議なり報告させてい

ただきたい。もしも大きい変更をすれば、

その都度また議会で協議しながらやりま

すが、私はそういう大きな変更はないと

見ておりますけども、ただ、心配をする

ならば、コミュニティプラザの額が相当

上がるだろうということで予測されます

が、その額がいまだ言えない。市場との

関係がありますので。それをもってでも

ジェイ・エス・ビーさんは寄附を願える

ということは私は間違いない状況である

ということに考えておるということで今

のところはご容赦願えないかと思ってお

ります。

　それから、先ほどのふれあいルームの

問題につきましては、これはまだ何も決

めておりません。当然でき上がったとき

に管理公社が出資をしているところの部

分もですね、それからＪＲ千里丘のとこ

ろの会議室の問題もどうしようかという

ことは市としてまだ方向性はきちっと定

めておりません。一定の方向性を定めた

上で議会とご協議申し上げたいと。これ

－
15
－



は中期財政見通しのあらい案を確定をい

たしますので、その時点でその施設の問

題をどう扱うかということについては財

源との関連性の中で改めてご提示を申し

上げたい。その時点で事前にお話申し上

げたいというふうに考えているところで

ございます。

○木村委員長　ほかに。川口委員。

○川口委員　今、説明いただいたんです

が、委員長にお願いなんですが、前のと

きも申し上げましたように、委員会開か

れる前には資料をできたら事前にいただ

きたいとそういうふうにお願いしており

ましたので、今後またこういういろんな

変更が出てくると思いますので、そうい

うことについてお願いしておきたいと思

います。

　きょう聞いてね、細かいこんな設計図

をあらかた説明されただけではなかなか

すぐ理解できないんですよね。事前に資

料はいただきたいと思いますので、お願

いしたいと思います。

　前回の特別委員会が６月１７日に行わ

れました。そのときに、このコミュニティ

プラザの建設については寄附をお願いし

たいと思っていると、そういうことで、

そのときに大方の金額が言われたと思い

ます。私は、そのことについて、これま

でこういうことがなかったという初めて

のケースということで、ほんとに大丈夫

なのかと大変心配をして質問をさせてい

ただいたわけですけれども、その直後の

１週間後にこういう協定を結ばれたと、

結んでいるんですよね、協定。してない

んですか、これ。案なんですね。案なん

ですが、今聞いていくと、来年の２月を

めどに最終協定をしていきたいと、そう

いうふうな説明でいた。

　今、嶋野委員の方で、一体金額どれぐ

らいなるのかということで、委員長から

二十七、八億という言葉が出てきてびっ

くりしたんですが、これは境川の分も入

れての金額でなくて、このコミプラだけ

の金額やと思うんですけど、どんどん上

がってるなというそういうことで、金額

が一体どれだけになるかわからないのに

こういうような寄附はしますというその

約束だけ手形打つみたいなね、そういう

のがありなんでしょうか。なかなかね、

とても信用できないというかね、大丈夫

なのかなと改めて思うんです。

　今、施設の中身もいろいろ説明されま

したけれども、不明確な点が大変多い中

で、先ほども協定をしていくということ

で、安威川公民館というのは何年前です

かね。そこから今、建設業どんどん摂津

市内でも倒産になっている企業が多いん

ですね、中小企業ですけどね、下請とか

やっておられるところ。そういう中で資

材は１.５倍以上じゃないかということ

も聞いております。そういう中で、金額

は一体どれだけになるのかわからないけ

ど来年２月には寄附をしてもらう約束は

できてるんだと、そういうようなことを

私は委員会の中で説明いただいても、こ

のことでよしとするわけにはやっぱりい

かないんです。

　詳細については工事の検査に立ち会う

とか、詳細についても詰めていくとか、

そういうふうな説明されましたけれども、

あくまでもあらかたの中身が出たけれど

も、実際にどんなふうになっていくのか

わからないというような感じですので、

この間の経過ですね、６月１７日に駅前

等再開発特別委員会がありました。２５

日にそういうような案のお約束、依頼を

してということで、きょう９月２日です。

夜は南千里丘まちづくり懇談会がありま

すよね。そういう中でも説明をされてい

くのかどうかですね。そういう中で、６
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月１７日の委員会からきょうまでのこの

間の経過ですね、委員長とかには報告さ

れていた部分もあるかもしれませんけれ

ども、やはりこの間いろいろな団体のご

意見聞いていますと、何かわからないと、

説明が全然情報公開もされてないし、一

体市が建てるんでもないし、どうなって

るんかというこういう意見があちこち聞

かれております。でも今度の日曜日から

市長選挙が始まるわけです。これ、市長

選挙の最大の争点にもなってきてると思

います。摂津は財政難といってきている

のにこういうような財政難やから寄附を

してもらうだというそういう話になって

きてるわけですけれども、ここまでして

今ここを建てなければならないのかとい

うところまで話がね、いろんなアンケー

ト、私たちが取り組んでいるアンケート

の中にも出てきております。この間、ど

ういう経過でここまで詰めてきたのか、

金額、先ほど委員長から二十七、八億と

いう言葉が出てきました。私は、きょう

初めてその金額聞いた感じします。前回

の委員会では、こういう金額にはなって

なかったと思います。境川のボックス化

についても寄附をしてもらうという、大

変景気のいい話になってたと思うんです

ね。そういうことについても何か難しく

なってきてるのかなというような感じも

受けたんですけれども、もう少しその辺

の経過と中身についてきちっと説明をし

ていただきたいと思います。

　それから、先ほど１０５回の各課との

ヒアリングを行ってきたと、いうことだっ

たんですが、この間、摂津の市会議員団

ですね、各案内きまして、男女共同参画

センターの皆さん、チャオとの懇談会あ

りました。そういう中で、チャオの代表

者の方から、これまでの男女共同参画セ

ンターで行ってきたセンターを開設する

に当たっては、ほんとにいろんな関係団

体が努力されてきたんですが、男女共同

参画という中で、いろんな機能を果たし

てきたと。そういう中で、今度複合施設

に入る中で、ほんとにその機能が全部達

成できるのか。それから、先ほど説明の

中で、ＤＶの相談などに当たって、シェ

ルター的な通路というか逃げ道も確保す

るというような説明もあったわけですけ

れども、こういうのは全部クリアできて

るのか、これはあらかたの中で、まだ変

更をする点が出てくるんやと思うんです

けれども、保健センター、男女共同参画

センター、シルバー人材センターですね、

そういう中の１０５回にのぼる各課との

ヒアリングの中で十分それが機能を果た

していけるのか。市が建てるんやったら

ね、やっぱりいろいろやって、これはで

きる、でけへんとかそういうのがあるん

ですけれども、吉田参事が間に入ってジェ

イ・エス・ビーに間を聞いてやってるわ

けでしょう、交渉をね。そういうことが

ほんとにしっかりと反映されていくのか、

このことについてもどうなのか。男女共

同参画センター、チャオとの懇談会行わ

れたのは８月だったと思いますが、８月

のそういう時点でもそういう意見が出て

るわけですよね。実態はどうなっている

のかと。私たち議員に対しても何をどこ

までわかっているのかと、そういうよう

な質問を受けたわけです。そういうこと

について、私たちも十分説明できないま

までジェイ・エス・ビーが寄附してくれ

るらしいから施設がコミュニティプラザ、

福祉会館にかわるような施設ができるん

だそうであります。でもまだ中身はよく

わかっておりませんと、これしか言われ

へんですね。これまでの機能がほんとに

これで今、説明を受けた中で十分果たせ

ていけるのかですね。いろんな資材が高
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騰されるという中で、まだまだ上がるの

ではないかと。市民のいろんな意見を反

映した施設をつくってもらおうと思えば、

やっぱりまだまだこの価格をというか、

建築価格というのは上がっていくんでは

ないかなと思うんですけれども、その辺、

一体限度みたいなそういうのも見てると

思うんですよ、双方でもね。そうでない

とこんな約束できないですよ。１０億で

も大変なのに、３０億近いでしょう、こ

れ、今聞けばね。ここまでして自分たち

のアピールになるからといってね、こう

いうような協定がほんとに成立するのか

ですね、市民が普通に見ても疑問を感じ

ると思うんですよね。一体どこまでどう

いうたらこっちも要望してですね、向こ

うもやろうとされているのか。各課との

いろんなヒアリングやった中で、これで

十分にいけるというふうに見ているのか

ですね、そういうことについてもお聞き

したいと思います。

　細かいことは、いろんな間仕切りの部

屋とかパーテーションで変更してるとか

そういうことがありますが、例えばコミュ

ニティプラザの東棟の３階の部分でいい

ますと、例えば応接室は約８平米となっ

てますよね。これって大体２人しか入れ

ない応接室ですよね。４人ですか。２平

米ですか、一人当たり２平米と見てるん

ですか。４人の応接室。大変窮屈そうな

応接室の感じしてるけどね。何かすごく

部屋数は多いねんけども、例えば応接室

７平米とかね、コミュニティプラザ東棟

の２階ですか。すごく細かく刻んでるん

だなという感じしました。

　先ほど総合相談窓口、そのことについ

ての質問もされたわけですけれども、複

合施設に入るということで、管理面で男

女共同参画センターの皆さんも感じてお

られると思いますけど、ある程度自由な

裁量で出入りできるというか、そういう

ことが規制されるんではないかと。もう

少し時間取って話したいなと思ってても

時間ですから出てくださいみたいなね、

単独館にはなりませんので、そういうと

こら辺はどう調整をされていこうとして

いるのかお聞きしておきたいと思います。

　まだそれから、ふれあいルーム、施設

管理公社の関係とか指定管理者制度では

今回は無理であるので市が直接管理する

というような話が出てますが、これまで

いろいろな摂津の公共施設の管理面では

官から民へということで指定管理者制度

をずっと導入されてこられましたのに、

これに関しては市が直接管理する方がい

いというようなことだったんですが、も

う少しわかりませんので、同じような形

態でいくのかなというふうに単純に考え

ておりましたけれども、先ほど学生交流

会館とか産・官・学の関係とかそういう

ことをおっしゃっておられましたけれど

も、市が直営の窓口にしていく、直でや

るというのは私たちは反対ではありませ

んけれども、市民の直接いろんな要望聞

いていくということでは。しかし今、ふ

れあいルームであるとか、これまでの福

祉会館であるとかそういうのを指定管理

者という中で施設管理公社の方で十分い

ろいろな機能を役割を果たしていただい

てきたと思うんですよね。そういうこと

でいうと、もう一度どういうことなのか

教えていただきたいと思います。

　それから、こういうことをするに当たっ

て、使用料など実際にはこれまでの倍近

くの使用料になるんではないかなんて心

配もするわけですけれども、こういう点

についてはどう考えておられるのか確認

したいと思います。

　それから、駅の外観のデザインですか、

これが出されておりますけれども、先ほ
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ど副市長が、駅の誘致がなければこのジェ

イ・エス・ビーも土地の付加価値が上が

らないからいうことやけれども、民間企

業にうまく利用されたまちにならないよ

うにしなければならないというようなこ

とをおっしゃいましたけれども、駅の誘

致が目的なんですか、これ。阪急高架事

業が目的やったんじゃないんですか。

　先ほど嶋野委員がね、環境に優しい駅

をつくってほしいという要望出されまし

たけれども、８月地元の説明会、千里丘

東町会などの地元説明会開かれておりま

せん。前回７月にはたくさんの要望も出

されております。そのまままだずっと８

月もする予定だというふうにお聴きして

ましたけれども開いておられません。そ

ういう中で、こっち側見たら未来へのウ

エーブというそういうような言い方でおっ

しゃっておられますけど、高架が目的な

んでしょう。渋滞を解消させるために高

架事業を高めていくということまで説明

もされておりました。全国では６００カ

所、大阪では１２３カ所開かずの踏切、

１時間に４０分閉まっているそういう踏

切があるそうです。これまでの説明では、

摂津市では今、１時間に３５分間、駅が

できると４分間、３９分間開かずの踏切

にはまだあと１分足らないんですね。そ

ういうするとね、高架事業もできるだけ

早くしたいというこれまでも説明してこ

られました。しかし、大阪で１２３カ所

も開かずの踏切があるというそういう中

で、駅の誘致が目的やったんですか、阪

急の高架をするための計画やったんじゃ

ないですか、もともと。

　設計図は阪急の方にお願いしておられ

るからよくわかりませんけれども、高架

が目的なんでしょうから、高架にすると

きはつぶさなければなりませんよね。そ

ういうときに、やっぱりそんなにむちゃ

くちゃいい駅をつくる必要があるのかど

うかですね、こういうことについても大

事な、今度日曜から市長選挙も始まりま

すよね。摂津のまちづくりの大きな問題

大事な問題ですよね。駅をできるだけ電

力を使わない、トイレの省エネや太陽光

発電、ＣＯ２削減とおっしゃいますが、

このこっちとこっちの踏切は、さらに渋

滞ひどくなって、今聞きますと、立体駐

車場も設けるしということでマンション

がこっちできるわけでしょう。どれだけ

渋滞がひどくなるのかというのは目に見

えていますよね。普通に考えても目に見

えていますよね。これで大体どれぐらい、

駅舎というのはある程度金額決まってま

したから、１９億でしたっけ、摂津市が

１２億、阪急が５億負担ですけど、この

これだけの外観でかかる部分は大体どれ

ぐらいなんですか。どれぐらいと見てお

られるんですかお答えください。

○木村委員長　川口委員、資料の問題と

私のコミュニティプラザの事業費の２７

億、２８億の金額の問題が出ましたので、

その辺について委員長として申し上げま

すとね、６月１４日、あるいは２０日に

寄附協定を結ぶという話があったんです

けれども、一向にそのことが我々に伝わっ

てこないという形の中で、一定協定は結

べましたという報告を受けました。

　私は、やはり速やかに委員長団として

行政に対して早く駅特を開いて、そのこ

とを報告を受けたいということを申し入

れをして種々議論しましたけれども、そ

の中で、やはり別図１の図面、これがい

ろいろとまだ流動的で固まっていないと

いうこともあって、ある程度日数を要し

まして、きのう正副委員長、あるいは正

副議長団と説明を受けてきょうの委員会

になったんですけれども、その説明の中

で、私はあえて申し上げたのは、先ほど
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副市長の方から答弁がありましたように、

今まで私たちが承知をしておるのは大体

コミプラで２５億、境川で５億、トータ

ル３０億ということやけれども、これは

どんだけ鋼材とかセメントとかいろんな

ものが値上がりした段階では２５億では

済まんやろうと、二十七、八億、あるい

は３０億を超えるんではないかという話

もしました。そういうことで出てきた金

額ですから、理事者の方からそういう二

十七、八という金額を提示を受けて私が

申し上げた金額ではございませんので、

その辺はご理解いただきたいと思います。

　そういうことの中で、やはりきのう我々

初めて説明を受ける中で、この図面を見

させてもらいましたし、今後やはりある

程度説明を受けて委員さんに資料配付を

して、ある程度委員さんが、そのことに

ついて一定勉強されて委員会の臨まれる

ということは一番望ましいのですけれど

も、やはり私は、一日も早く委員会を開

いて、そこで説明を受けてしまうという

判断をしましたので、きょうこの資料を

皆さんに提示をしてやっておりますので、

そういうことも含めて委員長としては川

口委員に対する一つのお答えというのか

説明にしたいと思います。

　そういうことで、理事者の方で一遍今

の各質問について答弁をしてもらいたい

と思います。吉田参事。

○吉田市長公室参事　それでは、いろい

ろご質問をいただきましたけど、まず一

点目に、この協定書につきましては、中

身が特に金額の問題だと思いますけれど

も出てないのは信用できないじゃないか

と、どこまでのものなんだと不明瞭であ

るというご意見をいただきましたけれど

も、基本的には、これの寄附に至るまで

相当な経緯がございますし、特に本委員

会にもご説明申し上げましたけども、平

成１９年３月１３日にジェイ・エス・ビー

と摂津市の方でこのまちづくりについて

の覚書を締結いたしております。その条

項の中に、公共施設の再配置について民

間の提案として一体的に整備しませんか

という呼びかけの中で覚書を今日締結し

てきております。それが１９年３月１３

日に覚書を締結したと。それに基づいて

ジェイ・エス・ビーの方では、設計なり

いろんな作業に入っていただいていると

いう経緯がございます。それをもって我々

の方が、例えば賃料が一体どれぐらいか

かるのかということも鑑定評価で示して

いただきながら、その中で、これは非常

に毎年、毎年の負担が大きいと、リース

料、リースバックにいたしましても。

　その中では全体のライフサイクルコス

トを考える中では、相当の費用がかかる

であろうということも毎年、毎年の話で

ございますので、そういうことを斟酌し

ながら今日まで至ってまいりました。そ

の上で、先ほどもご説明をさせていただ

きましたけども、ことしの６月２５日に

市としてリース、リースバックは非常に

つらいということを踏まえて、ただ、直

近支出、そして市の財政負担の軽減、そ

して平準化等も考えますと、やはり何ら

かのご協力をいただけないかということ

で、実は６月２５日にジェイ・エス・ビー

に対して寄附をお願いしたいということ

を申し入れたというのが６月２５日でご

ざいます。

　その後、寄附に関する内容についてジェ

イ・エス・ビーと協議を今は重ねている

ということでございまして、一定その部

分について寄附の内容について先ほどご

説明申し上げました前文から６条までに

至る流れをつくり上げてきたと、今日ま

で。そして、それに基づいて、そしたら

寄附をしていきましょうという双方の意
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思確認が今回取れるようになったという

ことでございます。特にまだ日付という

か、それどころかまだ契約状態が協定書

を何も触っておりませんので、まだ細か

い部分の詰めがございますので、できる

だけ早くこの協定書を本委員会に説明し

た後に締結してまいりたいというふうに

考えております。

　もう一点の部分につきましては、次に、

まち懇にこの内容を説明していくのか、

市民の意識をどのような形で反映してい

くんだというご意見いただきましたけれ

ども、実は、これは昨年の１０月でござ

いますけども、コミュニティプラザの構

想策定してまいりました。アンケートも

取り、そしてまちづくり懇談会において

も、このコミュニティプラザの専用とい

うか、特化して実は６月２０日、７月２

５日にコミュニティプラザに特化した懇

談会を開きながら意見もいただきました。

　コミュニティプラザにかかわる意見と

しましては約６００件ほどの内容をいた

だいております。その中身を精査しなが

ら１０月にはコミュニティプラザ構想と

して策定し、本委員会にもご説明を申し

上げ、施設の内容を取りまとめてきたと

いうのが経緯でございます。それを踏ま

えて今回の施設の配置なり機能を取り入

れたこの今回お示しするコミュニティプ

ラザ基本計画（案）でございますので。

　ただ、これについても、どういう使い

方をしたらいいか、どのような形で皆さ

んはここに設備があればいいのかという

ようなことは今後まちづくり懇談会にご

提示をし、説明をし、またいろんな幅広

く意見もいただきたいなと。

　ただ、求められている施設につきまし

ては、おおむねこの部分には入っている

というふうに理解をいたしております。

　次に、１０５回のヒアリングもやりな

がら、本当に所管の意見を取り入れたの

かということでございますけれども、こ

のヒアリングに関しましては、実は、担

当所管とこれを設計している設計会社、

そしてジェイ・エス・ビーも一緒に同席

しながらいろんな意見を入れてそこへ反

映しておりまして、各所管は一定現段階

ではこれで了承されているというふうに

我々は理解していますし、また、了承の

もとで、きょう、本委員会にご提示をで

きるような段階にというふうに理解をい

たしております。

　それと、男女共同参画センターが利用

する面で自由な使い方ができないと、自

由に出入りできないじゃないかというこ

とはございますが、ただ、この自由とい

う言葉が非常に我々にとっては、どこま

でが利用されて自由なのかというのが理

解しておりません。

　というのが、やはりいろんなソフト事

業であり、いろんな活動していただくた

めの受け皿として今回は考えております

し、今の男女共同参画センターが施設を

今管理しております。その軸足も非常に

重うございます。事故あったらどうしよ

う、設備が故障したらどうしょうという

ような施設のハード部分の管理に軸足を

置かれるよりは、そこからもう解きはな

していただいて自由に今度はソフト事業

に本当の政策事業を展開してもらう、幅

広くしてもらう場所として今回ここを複

合化施設としてやっていただく、そこに

自由という部分につきましては、出入り

だけなのかということもございますけど

も、我々は当然施設の管理上、朝の９時

から１０時までの間で有効に使っていた

だく。そのためには男女共同参画センター

のフリースペースとしてミーティングルー

ムを専用で設けております。そこで十分

自由に活動していただくというような環

－
21
－



境整備も整えていけてるんじゃないかな

というふうに考えております。

　もう一点、使用料でございますけれど

も、この使用料につきましては、今、ふ

れあいルームにつきましては、平均と申

しますか、１時間当たり平米当たりで考

えますと２.５、６円でございます。そ

れに対して、男女共同参画センターで平

均５,５、６円でございます。倍になっ

ています。フォルテでいきますと、２１

３で９.４円、平米当たりの使用料をい

ただきながら使っていただいております。

例えば他市の状況でございますけども、

茨木市のよく似た部屋割でございますけ

ど、大体６.３円とか１０円程度の使用

料をいただいて貸し館業務的なものを展

開しておるということもございます。だ

から今後、他市の状況も十分踏まえ、さ

らに摂津市全体の貸し館にかかわる使用

料等の整理をしながら十分検討をすべき

事項であろうというふうには考えますが、

先ほど申しましたように、ふれあいルー

ムが２.６円、２.８円という価格という

のが本当に使用料に該当するかどうかと

いうことと、当然公共が認めた場合の減

免措置等もあり方の使い方も問うも今後

いろんな議論を呼ぶんじゃないかなとい

うふうに考えております。

　以上でございます。

○木村委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、私の

方から駅にかかわるご質問についてご答

弁させていただきます。

　初めに、駅舎の誘致ということであり

ますけれども、この南千里丘まちづくり

事業につきましては、将来の連立を目指

してこのまちづくりを進めてきてると私

たちは認識しております。例えばＪＲガー

ドが開通すれば産業道路踏切の渋滞、あ

るいは新駅ができることによって１割程

度の踏切の遮断時間が延びるということ

が想定されております。そういったこと

から、根本的に踏切の安全対策というの

は連続立体交差事業が最終の手段かなと

思っておりますので、最終的な目的とし

ては連続立体交差事業ということであり

ます。

　その事業の中で、南千里丘まちづくり

を進めていくに当たり大阪府と協議しな

がら進めてまいりましたが、連続立体交

差をするには、面的整備もセットである

ということも要件の一つとして入ってお

ります。その中で、ダイヘンさんが今移

転する中で、この機会を逃せば市が思う

まちづくりが進めれないということもあ

りましてまちづくりには駅も必要である

し、市民の交通の利便性を考えますと駅

も必要だということから、この南千里丘

まちづくりを一体的に勧めてきたという

経緯がございます。そういうことから、

将来の連続立体交差を目指した南千里丘

のまちづくり事業であると考えておりま

す。

　それと、駅舎に対する地元説明会であ

りますけれども、７月６日に説明会を開

催させていただきました。その中で、さ

まざまな要望も出ております。市からの

回答として踏切の安全対策、踏切での交

通専従員、あるいは駅舎の移動、または

駅舎の屋根の高さの５０センチ程度です

けれども低くするというようなことで地

元にも説明させていただいております。

その中でも、新たな地下道の要望がたく

さん出ておりまして、それについて阪急

にも一度検討願いたいということで市の

方から検討を依頼している件もあります。

そういったことを８月ぐらいに説明させ

ていただきたいと地元で説明させていた

だいたんですけれども、近々に地元に説

明会の日程調整を伺っていきす。説明会

－
22
－



のスケジュールとしては何とか９月中に

開催できないかなということで地元の調

整をしていきたいと思っております。

　３点目の駅舎の金額でございますけれ

ども、協定の中では１８億７,０００万

円程度の協定を結んでおります。環境に

配慮したまちについても阪急の方ではさ

まざまな検討をされておりますが、その

環境に配慮された部分につきましては、

これは阪急さんに負担をお願いしている

ところであります。今現在協定を結んで

いる以外のことになりますので、環境の

配慮した工事、あるいは対策等につきま

しては阪急さんの負担ということでお願

いしてまいりたいと考えております。

　以上です。

○木村委員長　寺田市長公室長。

○寺田市長公室長　指定管理者のことに

ついてでございますが、先ほど答弁させ

ていただいたとおり、ジェイ・エス・ビー

側からの寄附の条件として、市で直接管

理運営を行ってほしいということでござ

いまして、もともとそれを受けての我々

の検討ということになったわけでござい

ますけれども、もしこのコミュニティプ

ラザが単にメンテナンスと貸し館業務だ

けに徹するならば、おっしゃったように

指定管理者で十分いけるんではないかと

いうふうに我々は思っております。

　しかし、今現在このコミュニティプラ

ザは市民交流、あるいは他の大学連携と

かさまざまな事業をこの中で展開をして

いこうということを考えますと、常に市

民活動を支援するサポートする窓口が必

要ではないか、あるいは既存の団体、あ

るいは自治会ですとか、ＰＴＡとかいう

のはそれぞれ窓口がございますけれども、

例えばＮＰＯとか、あるいは小さな市民

のグループとか、市民が活動されている

さまざまな既存の団体ではない活動に対

して我々市の方はどれだけの支援をして

いったか、あるいは情報提供してきたか

というようなこともございますので、こ

れらは本市にはございませんが、他市に

は市民活動支援課とかそういうような組

織もございますから、我々この際にそう

いう組織をつくってもいいんではないか。

その組織をこの役所の中に置くんではな

しに、そのコミュニティプラザの中に置

いて、直接拠点施設で活動をしていただ

く市民とともにやっていくポジションが

あっていいんではないかということで、

現在そのジェイ・エス・ビーの寄附条件

と合致するのではないかというふうに思っ

ておりまして、今回この部分だけは市の

施策部門としておきたいというふうに考

えております。

　以上でございます。

○木村委員長　小野副市長。

○小野副市長　川口委員のを聞いており

まして、私、思い出しますのは、ダイヘ

ンさんの問題は平成８年から入ってまし

て、約１３年。それで、そう見るときに、

ダイヘンと相当な激論をしてまいりまし

た。

　ダイヘンの最終的な判断は、摂津市が

判断をしてくれなければ、東京資本のい

わゆる流通センターに貸したい、売って

しまいたいと。そうですかと。あの千里

丘三島線からどうやって入るんですかと、

大型トラックは。そこで２４時間営業さ

れるんであれば、市挙げてでも納得でき

ないと。それであれば、ダイヘンさんは

長年摂津市にお世話になってきたと。何

とかお返ししたいというお話はどこへい

くんですかと。そのときに、あれはちょ

うど平成１５年から前市長がやめられる

１６年の春ごろ、もう待てないと。ダイ

ヘンとしても経営戦略があると。私は、

あのとき言いました。市長は確実にやめ
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られると。新しい市長のもとで結論づけ

るからもう少し時間がほしいと。しかし、

市では、あの土地を買うというようなこ

とは考えられえないと、あのときの財政

状況から。いわば民間資本の中でという

ことで一定のまとめをするんでというこ

とをきのうのように思い出します。

　あれを私どもがそうやってなければ、

ダイヘンは間違いなく相当な金額、我々

が見ておる金額のもっと上のいわゆる物

流の基地としては非常にいいところにあ

ります。名神があり、近畿高速があり、

阪神高速があり、そのときに東京資本で

物流センターに売るということも言われ

ました。もしもそれが市がやってなけれ

ば、私はそういうまちにあそこはなった

だろうと私は今さらながらに思います。

そういうことの経過を踏んで今日まで来

たということを一定のご理解を賜りたい

なということを一つ基本的なところでは

過去を振り返りまして思います。

　それから、もう一つの、阪急の新駅を

先ほど一たん私は駅の誘致は、例えば天

下のトヨタでも誘致はできません。駅と

いうのは、その地元の市がその熱意を持

たなければ来ないということを申し上げ

ておるんです。それで、その連立立体交

差問題は、今、小山が言いましたように、

私、前も言ったと思いますが、平面駅が

あればこそ連立があるという考え方なん

ですね。それはそうと思います。自動車

が集まって駐輪場があって駐車場があっ

て、阪急もどんどん少子高齢で学生も減っ

とって状況減ってる中に、駅もないのに

連立をしますか、それは。しないと思い

ますね、私は。

　なぜならば、阪急もそれの負担がある

わけですから、それは交通が余計に自動

車の方に流れていくわけですから、阪急

にもたくさんの駅があると。それで摂津

市の連立がありますと。それであれば、

まちづくりがなければ阪急はそこの乗降

客も見込められないのに、そこにまちづ

くりは摂津市さんしてもらえるんですか

と、それは一定やりましょうと。その中

で阪急は平面駅を理解をしたと。平面駅

を理解したということは、摂津市の長年

の願望である連立問題は十分阪急本体も

知ってましたから、平面駅を理解すると

いうことは連立を理解することですと。

それは頭に入れてこれから絵をかきます

ということで出てきた中身ですね。

　だから、そこのことを私は、どなたが

いかれても駅がないのに連立が上がると

思いません。阪急にもたくさんの駅があ

り、いろんなところで問題があるわけで

すから、まずそこを阪急がするわけです

から、摂津市に連立もっていっても、そ

れは絵にかいたもち、国も府も認めない

ということは明々白々でありますから、

そういうことの中で形をしてきたいとい

うことでございます。

　それから、もう一つ、この６月の十何

日から、確かにこれは駅特で当時費用は

安威川公民館で６,１００平米程度とい

う条件であれば約２１.５億ぐらいでな

いでしょうかということを申し上げたと

思います。これ、６,８００平米で見れ

ば約２４億円になります。これが安威川

公民館をベースにした部分ですね。そこ

から積み上がってくるというふうに今見

てるんです。

　それで私は、この間の形というのは、

やはり民間会社でありますから、私、今

でも思い出します。ジェイ・エス・ビー

の岡社長が、市長と我々に、いわゆる大

学連携、環境の負荷を少なくする、環境

に配慮したまち、緑、これらを思い切り

大事にするまちにしませんかと。それで

あればジェイ・エス・ビーもこれからの
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社をかけてここでお金持って帰ろうとは

思わない。ここに置いて帰ってもいいと、

これがもともとにあるんです。

　ですから私は、通常の民間会社でなく

て、そのジェイ・エス・ビーの経営者本

体がそういう考え方を持っておられたと

いうことが、今日の問題の私は発端だと

思います。だから、そこのところがある。

そして、ジェイ・エス・ビー側もこれか

らの社としては、そういうことを考えて

摂津市にいいまちづくりをしたというこ

とがジェイ・エス・ビー側の大きなメリッ

ト性があるというふうに踏んでおられる

んだと私は思います。

　ですから私は、川口委員が、そういう

考えられないとおっしゃいますが、それ

はやはりジェイ・エス・ビーの岡さんの

まちづくりにかけるポリシーの問題が摂

津市の考え方と一致した。それがあの地

区計画であります。あれだけの厳しい地

区計画をジェイ・エス・ビーはのんだと

いうことでありますから、私も市長も、

あの当時こんな厳しい地区計画をつくっ

てほんとに民間が買うんだろうかと、こ

れほんとに大丈夫だろうかというこれは

心配いたしました。

　それで、今回までの経緯でジェイ・エ

ス・ビーが買った土地の値段と、まちづ

くりでこれから出てくる財源の向こうの

資金の中でこれが可能であると見たから

こそこの協定ができる運びになったとい

うふうに思っております。当然ジェイ・

エス・ビー側は、開発業者ではございま

せん。ジェイ・エス・ビーも一定のあれ

を買われて、摂津市が掲げている向こう

にしたら大学連携、私ども緑、私どもは

摂津市に来たときに南千里丘があるよと、

どこの市から来られても南千里丘が摂津

市の顔であるというような、顔がないま

ちと言われましたから、それは岡さんに

言いました。それづくりやしましょうか

ということがありました。そのときに大

学連携、環境、緑というのをキーワード

に我々も了解、向こうも了解。それであ

れば地区計画はこの厳しい条件でよろし

いですかと、結構ですと、これが一つの

大きなモデルになる可能性があるという

ことの中で出てきた中身でございますか

ら、そういうこともいろいろ議論してき

て、ある日突然にこういう話が降ってわ

いたものではございませんでして、ここ

まで来るまでにはやはり十何年間の経過

があると。そしてなかなか相手があるこ

とですから、摂津市の土地で建てる、摂

津市の金で建てるんであれば議会にいつ

でも相談できるわけでありますが、そう

いう民間との協力のもとの民間活力の導

入ということもありましたもんですから、

あまり希望的観測ばかりで議会に持って

いけなかったと、ひとつひとつ固めた中

で持っていかざるを得なかったというこ

ともご理解を賜りたいなというふうに思っ

ておるところでございます。

○木村委員長　川口委員。

○川口委員　私たち議員は、何のために

議会の仕事しているのかと言いますと、

やっぱり市民の皆さんの大切な税金がど

ういうふうになっていくのかということ

でね、まちづくりについてみんな考えて

ますよね。今５,０００人ですか、市民

アンケートを取っておられますよね。か

なりの項目の中身で質問項目出てますけ

れども、まちづくりに対する要望ほんと

に大変多いと思います。私もびっしり後

ろに意見を書かれた方のいただきました

けれども、それはこれまでの経過で副市

長が努力をしてきはったと、そういうこ

とを今、何回もお聞きしております。耳

にたこができるぐらい聞いております。

　しかし、さっきも言いましたように、
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環境に配慮したまちと言いながら、この

間、摂津の歴史見てみますと、阪急の立

体交差事業するために道路の整備もして

きましたよね。坪井味舌線ですか、整備

しましたよね。立ち退きまでしていただ

いて道路の拡幅して、きれいな道路つく

りました。それはやっぱり阪急の連続交

差事業をしなければならないからという

ことでやってこられたわけでしょう。つ

い最近始まった事業ではないですよね。

今、副市長の話聞いてますとね、そんな

ん高架事業なんかなかなか摂津は採択さ

れへんみたいなそういうことをおっしゃ

いました。さっきも言いましたように、

摂津の大阪府下で開かずの踏切が、１時

間４０分以上閉まっているのを開かずの

踏切、国土交通省のホームページで出て

きますけれども、そういうことですよね。

今回この駅ができることで、開かずの踏

切にあと１分足らないんですよね、定義

ではね。大阪で１２３カ所あるわけです

よね。

　小山参事が、先ほどやはり連続立体交

差に道を開くまちづくりやとおっしゃい

ました。環境に配慮したまちにしたいと。

しかし、今起こっているのは、この駅を

つくるということで渋滞は解消されない

でしょう。踏切の安全対策、交通専従員

配置するだけで踏切はさらに４分閉まる

んでしょう。下手したら開かずの踏切に

なるかもしれませんよね。この問題言っ

てるんです。こっち側は、それは岡社長

といろいろ苦労されて話をされたかもし

れませんけれども、周辺の住民たちは、

もっと安全な道路をつくってほしいし、

どこへ行くにも便利なまちにしてほしい

と、そういうことを言っているのに、こ

の踏切の部分でいうと立体交差事業もい

つになるんかわかりませんと。駅はつくっ

てさらに渋滞が高まって、大分前の委員

会で渋滞がふえて頻度が高くなると、高

架のね。しかしですね、摂津は開かずの

踏切に当たらないんですよ。そやから高

架事業なんてずっと何十年かかるかわか

りません。採択されたとしても２０年ぐ

らいかかるでしょう。だけど摂津市は、

これまで立ち退きまでしていただいて、

道路の整備も行って高架事業に向けてそ

ういうこともやってきたわけでしょう。

これとの関連性なんてどうなっているん

ですか。

　向こうの資金の可能性が出てきたから

と。前回の委員会で２１.５億というの

で私はその頭がありまして、２０億ぐら

いのコミュニティプラザをつくるつもり

なんだなというふうに思いましたけれど

も、それからまた資材が高騰して１.５

倍、下手したら２倍ぐらいになってると

いう声も聞いております。そういう中で、

ジェイ・エス・ビーがほんとに市が思う

ような形でその施設をきちんと担保する

のか、きちんとできるのか。安かろう悪

かろうでは困りますし。今こういう協定

もまだ案で、いうたら口約束みたいな感

じですよね、これね。こんな大きな大事

な問題が、こういうような形で、まだま

だきちっとした確約があるようでないよ

うで、そんなんで進んでいくことについ

ての大変不安を覚えます。

　私たち議員は、そういうことをきっち

りチェックしていかなければならない仕

事を責任を持たされてますから、はっき

りわからないままでね、まだこれからも

ちょっとどうなるかわかりませんみたい

な感じですよね。金額もまだわかりませ

ん。境川もまだよくわかりません、そう

いうことですよね。前回の委員会では、

境川もつくって寄附してもらうと思って

るというそういうこともおっしゃってお

られますよね。
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　委員会のたびにそういうようなことが

金額もどんどんふえて、まだはっきりわ

からないというそういう中で、先ほど委

員長が、正副議長や委員長に説明を受け

てということだったんですが、これまで

私、学校の建設のときもそうだったんで

すけれども、委員会が終わったあとにい

ろんな締結をしたりして金額が、これま

での金額よりも倍近くなりまして、設計

図書があがってくるのが８月ぎりぎりだっ

たと。９月の議会直前にそういうのが言

われて、何か委員会というか、そういう

のを避けられてやられてるような気がし

て、私たちは何のために税金のあり方を

チェックしてるんだろうと思ったことが

あるんですけれども、今回のこの説明の

あり方についても、６月１７日に委員会

があって、２５日にこういう依頼をして、

この間のまだ７月、８月、今９月ですよ

ね、３カ月近くありましたよね。そうい

う中で、必要な委員会でもう少し詳しく

やっぱりいろいろ説明していただくべき

ではなかったんではないかと、そういう

ふうにも思っているわけです。９月の市

長選挙が終わって、そのあと９月議会ま

た始まりますけれども、第３回定例議会

が。このようなばたばたした状況の中で

説明をされてね、市民にどう説明していっ

たらいいんでしょうか。いっぱい聞きは

りますよ、やっぱりね。

　そういう中で、まだ不透明な部分がた

くさんあって、こういうことで副市長が、

ずっといつもこういうふうに説明される

んです、ここに至るまでの経過をね。中

期財政見通しのまたあらい案を提示した

いと思うとかね、さっきもおっしゃいま

したよね。もうほんとに私は、もう一回

白紙に戻すべきじゃないかなんてぐらい

思ってまして、三宅小学校や味舌小学校

なんかを福祉会館にかわる施設機能を持

たすということもね、十分財政が大変と

いうことであれば可能なんですよね。こ

こまでしてね、デラックスな施設ですよ

ね、中身見ますと。でもほんとにもっと

情報公開やちゃんと説明を果たしてもら

わないとだめだなと思います。今後につ

いてもきちっともっと細かくやっていた

だきたいなと、そういうふうに思います

ので、これについては納得はできており

ません。

　先ほど今、私がお聞きしたようなこと

でどう考えているのか、連続立体交差に

もほど遠いと。しかし、連続立体交差が

目的なんだとおっしゃいます。しかし、

周辺住民は、環境がさらに悪くなるわけ

です。車はあふれます。１,０００戸の

マンションでしょう。このコミプラ以外

のところはね。どうなるんでしょうか。

そういうことまで考えて環境に配慮した

まちなんて考えているんでしょうか。地

元説明会も、この間８月にも毎月１回ず

つはしていきたいなんて言ってたのに全

然してないですしね。回答すべき改善で

きる点なんて出せないじゃないんですか。

このままゴーしてしまってね、駅つくっ

てしまって危険度がさらに高まって、開

かずの踏切にはならないと。そういう中

で、子供たちや通学路の安全対策や交通

渋滞どうなっていくんでしょうか。そう

いうことまで考えないと、ここにことだ

け考えたらジェイ・エス・ビーの岡さん

のポリシーが生かされるのができるかも

しれませんけれども、こういう点につい

ては、もう一度どういうふうに考えてい

くのかですね。それから説明をどう果た

していくのかですね、住民の人たち。

　それから男女共同参画センター、先ほ

ど吉田参事は、もうこれで意見が十分反

映されていると思うと、各課の。そうい

うことなんですが、８月段階でのそうい
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う中で、いろんな要望が出されてました。

先ほど複合施設であるということで、自

由に使えないという言葉の中で、ソフト

面の事業に展開していっていただきたい

と、そんなこともおっしゃいましたけれ

ども、単独館でやってるいろんな活動の

部分を今度ここに入る中で、その不安材

料があるわけですよね。同じような活動

ができるのかどうか。そういうことにつ

いては全部クリアしているともうそれは

言い切れるのか。十分それは各課との特

に男女共同参画センターについては、も

う理解していただいたというふうにこの

委員会で吉田参事がきちんとそういうふ

うに言えるのかどうかですね。また後で

こんな要望あるんや、こんな要望あるん

やと私たち言われたら困りますのでね。

委員会何しとったんやと言われるんです

よね。その辺のことはもう大丈夫という

ふうにね、十分みんなの意見を取り入れ

たんだということで理解していいのかで

すね。これまで開いていた例えばフェス

ティバルであるとか、そういうことにつ

いてはどういうふうにしていったらいい

かというような話もしておられるのか、

そのことも確認したいと思います。

　以上です。

○木村委員長　川口委員の方から連続立

体交差と新駅の問題について自分の考え

方を披瀝をされましたけれども、これは

あくまでも川口委員さんの考え方であっ

て、昼からまた各委員さんの意見も承り

ますけれども、やはり先ほど答弁あった

ように、連続立体交差をしていこうと思っ

たらやっぱり新駅の設置が必要やと。し

かし、その新駅の設置については阪急と

してもまちづくりをしてもらわないと新

駅は設置できませんよというような方向

もあって、そういう中で、とりあえずジェ

イ・エス・ビーと一緒になって南千里丘

の開発をしていく。そのためにはやっぱ

り新駅をつくる、これはやはり当面は平

面の駅だということの方向性は今日まで

当委員会としても相当説明を受けてきま

した。それを連続立体交差が大前提だと

いう議論は私はちょっと後退した議論だ

と思いますし、その辺については、もう

この程度で川口委員さんの意見の披瀝は

おいといてもらいたいと思います。

　だからそういうことで、これから昼か

らまた委員会続行しますけれども、そう

いう点については、今後整理をして川口

委員の方で質問を続行するなりしてもら

いたいと思います。

　暫時休憩します。

（午前１１時５３分　休憩）

（午後　１時　２分　再開）

○木村委員長　休憩前に引き続いて再開

いたします。

　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、駅舎

にかかわる地元説明会についてご答弁さ

せていただきます。

　地元説明会は、７月６日に地元で開催

させていただき、さまざまな要望事項が

あがっております。例えば駅舎ののり面

の緑化、あるいは窓の大きさ、また振動

騒音対策について施してほしいという要

望もございました。

　一番大きかったのは、新たな地下道を

設けてほしいということです。それにつ

きましては、その説明会の場で防犯上の

安全性であります。あるいは物理的、あ

るいはバリアフリー対応の構造にします

と物理的に困難な点がある。また構内地

下道を利用した地下道を考えられないか

という話もあがっておりまして、それに

つきましてもエレベータ等の設置箇所に

つきまして検討した結果、困難であると

いうことをご説明申し上げてきました。
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それでもなおかつ構内通路の出入り口を

設け、自由に通行させていただくことが

できない。これも阪急に対しての要望で

あります。あるいは北側の通路出入り口

に改札口を設けることができないかとか、

構内通路で通行可能な駅の事例はないか

とかさまざまな要望は出されておりまし

て、それに対して阪急にも市の方から何

か対策が取れないか、あるいは事例がな

いかということを申し入れまして検討し

ていただいておりました。それにつきま

して、阪急の方で検討していただく時間

がかなりかかり、８月に説明会をする予

定がおくれました。近日中に地元の自治

会長に説明会の調整をお願いしていきた

いということで阪急からもその旨の連絡

がございましたので、今後日程調整を進

めて９月中には何とか説明会を開催して

いきたいと考えております。

　以上です。

○木村委員長　公室長。

○寺田市長公室長　それでは、私の方か

らご答弁申し上げます。

　これまでの開発でこのような多額の寄

附というのは我々経験したことがないの

で、川口委員さんがおっしゃってるよう

に、直ちに信じがたいということはよく

わかるわけでございまして、我々からす

れば究極の企業の社会的貢献かなという

ふうに我々は思っているわけであります。

ですから、このことを絶対的な確実なも

のとするには、２２年春にコミュニティ

プラザが完成し、市の方へ引き渡しを受

けるというときに初めて現実的なものに

なったという結論になるかと思います。

　そのためには、確実なものにするため

に一歩一歩我々としては進める必要があ

ると。そういうことの一歩がこの協定で

ございます。この協定で金額も書いてな

い、いろいろとご指摘がございますが、

この協定は、今までの口約束ではない基

本的な約束事をしたためようということ

でございまして、金額等については先ほ

どから説明しておりますように、この２

１年の２月には基本的な詳細設計もされ

ますので金額が出てきますから、そのと

きに初めて明らかになるわけでございま

して、ただ、この段階でジェイ・エス・

ビーの方も寄附をこういうふうにされる

ということは、それなりの覚悟、心づも

りはあるというふうに我々は信じている

わけでございます。ジェイ・エス・ビー

も企業規模からしまして、いいかげんな

ことを言っておられるというふうには我々

思っておりませんので、この協定を締結

したことについて、ジェイ・エス・ビー

の方も重みを感じておられるというふう

に思っております。

　また、私たちのまちづくりにおいては、

理想的な形、あるいは姿等をイメージし

て追求しているわけでございますけれど

も、先ほどからご質問の中で、阪急の連

続立体交差とか、あるいは踏切の問題と

かおっしゃっておられることすべてを一

挙に解決するということはなかなかいか

ないということでございまして、我々は、

その理想等を現実的な問題を踏まえて、

やはり一歩一歩進めていかなければなら

ないんではないかということで、そのこ

とに力を注いでいきたいというふうに考

えております。

　なお、この協定について、今この段階

でリースでいくのか、あるいは寄附でい

くのか、その方向性を明らかにしないと

今後進んでいきませんので、そのために

この段階で寄附ということで進めていき

たいというための協定でございますので

ご理解をいただきたいというふうに思っ

ております。

　それと、センターの仕様の関係で、確
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かに単独の施設であれば施設利用が比較

的自由に使えるということがわかります

けれども、複合施設になりますとそれぞ

れの団体等も使われますので、お互いが

譲り合って使っていただくということで、

また、単独で使えるミーティングルーム

等も先ほどの説明で男女共同参画センター

専属のミーティングルーム等も設けてお

りますから、今までの活動に支障がない

んではないかというふうに思っておりま

すし、また、単独館で施設等の管理とか

不審者の侵入についていろいろと問題も

ございまして、複合施設になることによっ

て男女共同参画センターのメリット等も

ございますし、また、市民交流の場に男

女共同参画センターが入りましたら今ま

でと違ったまた活動等もできるかという

ふうに思っております。

　この問題につきましては、これまでセ

ンターの運営委員会でコミプラに移るの

か、それともこのまま今のセンターで単

独でそこで事業するかということもお話

をいたしまして、一定コミプラへ移ると

いう意見に集約されておりますので、そ

のことを踏まえて、今後さまざまな関係

団体ともこの議会で初めて図面を出しま

したので、この図面を示しながら今後説

明をしていきたいというふうに考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。

○木村委員長　川口委員。

○川口委員　きょうのこの案をこの委員

会で説明をして、そのあとに協定を結ぶ

ということですか。寄附の協定を結ぶと

いうことなんですか。寄附行為の第５条

ですけども、詳細については別途書面に

よる確認を平成２１年２月末日までに行

うということは、金額をここではっきり

させるということでいいんですか。この

委員会が終わったあと、寄附の協定を結

ぶというそういうことで理解していいん

でしょうか、もう一度お願いします。

　それから、いろいろご質問させていた

だいたんですけれども、先ほど副市長が、

平面駅があればこそ連立ができていくと、

長年の願望であると、そういうふうなこ

とをおっしゃいました。

　さっきから言ってるように、先ほどは

小泉改革のそのことを理由に挙げられま

したけれども、大阪府下で平面駅があっ

てね、平面駅があればこそ連立ができる

なんておっしゃいましたけれども、駅が

できることで４分間延びるんですよね。

高架事業の採択要件にはまだ満たないと

いうことなんですよね。できるだけ立体

事業をしたいということなんでしょう。

それはいち早く調査事業もやってる。で

きるだけ早くやりたいというふうに地元

でも言っておられましたよね。そういう

ことについて、環境に配慮したまちとか

言ってるけれども、あの周辺の道路は渋

滞しますよって普通で考えてもわかるで

しょう。そういうことについてどうして

いくのかということを地元のいろんな対

策とかそういうことも考えないとだめじゃ

ないですかというふうに言っておりまし

て、そういうことについての関連性はど

う見はるんですか。

　それから、このまちづくりの関係で夏

休みの後半から第一中学校の歩道の拡幅

のためのグラウンドとかね、そういうと

ころが全部工事に入ってます。しかし、

地域住民の人たちが何ら知らされないま

まで、突然工事が始まってるんですよね。

かなりの振動が出てきてるんですね。やっ

ぱりほこりもすごかったんやけど、これ

までも。第一中学校の池とか全部なくなっ

てしまって、すごい工事になっておりま

す。歩道が拡幅されるというのはいいこ

とですけれども、これ市がやることなん

ですが、庄屋自治会とかそういうところ
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に何ら今これから工事に入るとかそうい

う通知も何もなく始めておられるんです。

幾ら環境に優しいまちとかそういうこと

言っていても、この過程の段階でも地域

住民の人たちに対する説明とかお知らせ

とかね、そういうことが不十分なままで

だっと始まってるんですよね。そのこと

についてもきちんと対策をしていただき

たいと要望しておきたいと思います。

　それから、やっとこういう絵ができて

きたということで、これまで１０５回の

いろんなやりとりをしてできるだけ反映

したと、そういうことなんですが、これ

からそれぞれ団体にまたこういう中身で

いきますよって、摂津市が建てるんじゃ

ないけれども、設計図が出てきたからこ

んなふうな感じですよということで、ま

たそのやりとりが出てきたときに吉田参

事の方でまたいろいろ改善をさせていく

というそういうふうに理解していいんで

しょうか。地域やそれぞれの団体の人た

ちが、理解できるように情報を公開して、

しっかりと説明をしていく。その説明を

するにも市が建てるんじゃないから、初

めてこういう中身や思うんですけどね、

そのジェイ・エス・ビーの関係のところ

でやっていかれるわけですが、そういう

のがきっちりと各団体に反映されるのか、

そこら辺についてはどうしていくのかで

すね。やっとこれ、きょう初めてでしょ

う。

　だから、これまでこれが中身が全然わ

かれへんから、まち懇とかいろんなんに

出てても一体どこまでどう反映されるん

かわからないという声が出てて、不信感

も出てるわけですね。全然議会でも説明

されてへんのちがうかということがあっ

て今までに至ってるわけですから、こう

いう点については、少なくとも今置かれ

ているような事業がやれなくなることの

ないように十分機能していけるようにそ

の間できちっとしていっていただきたい

と、そういうふうに思います。

　それから、金額は一体どこまで上がる

かわからないと、そういうことやけれど

も、寄附をしていただくことについては

協定をすると、そういうことで非常に不

透明なままでこういう協定が結ばれると

いうことについて、私自身は、やはり大

変な不安を感じますし、果たしてきちっ

と説明されていってることがほんとにで

きていくのか。先ほど寺田公室長の方で

は、信じているとおっしゃったんやね。

信じているんですよね。こういうことが

きちっと担保されるのかどうか。いろん

な変更が出たり、それから決めなだめな

ことが出た場合は、やはりこの委員会が

一番な大事な審議する機関だと思います

ので、できるだけ早くきちんと報告をし

ていただきたいと、そういうふうに思い

ます。また委員長の方でもよろしくお願

いしたいと思います。

○木村委員長　吉田参事。

○吉田市長公室参事　それでは、まず私

の方から、この委員会を経てこの協定の

締結についてはいつなんだというご質問

でございますけど、我々とすれば、最初

からご説明申し上げていましたけれども、

今細かい内容について最終精査の段階に

至っておりますので、できれば今月中の

早いうちには何とか協定を結んでいきた

いというふうに考えております。

　それと、コミプラの計画におきまして

も関係で団体の意見はどう取り入れてい

くのか、また、どう聞くのかということ

でございますけども、我々は、やはりこ

の今回のプラン、計画図そのものはまだ

できてほやほやでございます。その中で、

すぐ今回の本委員会の方にご説明をさせ

ていただけるこのお時間をいただき、そ
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して、これを経て各関係する団体も含め

まして見ていたき縦覧に期すというか、

説明をしながら意見を聞いていきたいと

いうふうに考えております。

　また、非常に不安を抱かれている方々

もおられると言いますけども、我々とす

れば、必ずまちづくり懇談会ございます

ので、そこに前回のまちづくり懇談会に

おきましても、このプランができ次第ま

た皆様方のご意見をお聞きしたいという

こともちゃんとお伝えし、我々とすれば、

先ほど委員がおっしゃる会場をどうして

るんだというご意見ございますけれども、

我々とすれば、そういう一つのルール、

スキムにのっとりまして、きちっと報告

をし、また意見を聞いてまいりたいとい

うふうに考えております。

　それと、金額の不明な部分での協定で

本委員会への説明でございますけども、

一番最初に我々公室長の方からもお話さ

せていただきましたように、大きく計画

が変わった場合は、即本委員会にご説明

し、またご意見を賜るという事態がまた

あろうかと思いますけども、できるだけ

我々とすれば、今回の協定を基本にして、

できるだけ実現に向けて努力するという

のが我々の責務であろうというふうに考

えております。

　この協定そのものは用地買収のような

契約という段階には至っておりません。

基本的には真摯協定以上のものであって

契約未満のものである。先ほどご質問あ

りましたように、来年の２月に最終確認

に至るような作業を取り組みたいと。そ

の内容といたしましては、先ほど言いま

したけども、建築の規模、仕様、工期合

わせましてそれにかかわる費用すべて明

記した上で最終的な確認のような協定を

結んでいきたいというふうに考えており

ますので、その点、ご理解のほどよろし

くお願い申し上げます。

　以上でございます。

○木村委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　それでは、地元

で説明会での連立事業を早期に着工して

いきたいという説明をどう考えているの

かということであります。

　この事業を進める目的として、連続立

体交差事業というのは将来のことを考え

た中でまちづくりと一体的に進めていく

という計画でございます。

　それで、大阪府の調査が今年度から始

まるということで、この踏切の解消とい

うんですか、それに向けて調査を始めて

いきまして、できるだけ早く着工準備採

択、その後、都市計画決定等の手続が進

められていくようになっていきます。

　そしてまた、この事業につきましては、

市の事業でございません。大阪府の事業

になりますので、現在の大阪府の情勢の

中で、どれだけの進捗状況で進んでいく

のかというのもわかりません。市として

は、できるだけ早く着手していきたいと

いう気持ちは持っておりますが、今後調

査をする中で、どのような状況になって

いくかということを、また逐次報告させ

ていただきたいと思っております。

○木村委員長　川口委員、ちょっと委員

長として一言申し上げますが、先ほど協

定（案）について不透明であるという発

言があったんですけれども、この協定書

というのは先ほど吉田参事の方からも答

弁ありましたけれども、紳士協定とはい

え、市長が直接ジェイ・エス・ビーに出

向かれて岡社長と交わされた協定ですか

ら、相当重いものがあると思います。

　そしてまた、その第５条でもジェイ・

エス・ビーは社内コンプライアンス遵守

に沿って遺漏なきよう図るということま

で言われておりますので、それを不透明
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という言葉で談じることはちょっと不適

切と考えますので、委員長の方でこの辺

は整理をしておきたいと思います。

　ほかに。山本委員。

○山本善信委員　午前中からいろいろと

議論をされているわけですが、今日まで

進んできた経緯というのは副市長からご

答弁ありましたとおりあのとおりだと思

いますし、その方向、流れそのものは非

常に順調に推移してしかるべきだという

ふうに思っておるわけでございます。

　ただ、その中で、一番問題になってい

るのは、財政的な問題も含めましての議

論であるわけですけれども、その大きな

大筋の流れそのものは私は可としたいと

思いますし、そういう方向でどんどん進

んでいただきたいと思いますし、連立の

話にしましても、結局線そのものの整備

から面整備までしなければ連立の必要度

が上がらないというようなことのハード

ルが高くなってですね、連立を事業化し

ていくことについて必要な要件といいま

すか、ハードルがだんだんと高くなって

きた。その経緯の中で、そのハードルの

高さをやはり高くないというようにする

ためには、こういう形で面整備を進めて

いくことが必要だと。しかも駅そのもの

の設置によって、さらにその必要度が上

がるということになると思いますので、

そういう点はこれからも、ぜひさらに積

極的にこのことを踏まえて努力していた

だきたいというふうに思っております。

　一つだけ、午前中からの議論の中で、

この施設そのものについてのまず事業費

について、副市長の方から施設２５億、

それから境川のボックス化５億、マック

ス３０億ということを一つのめどにして

いるというふうに今おっしゃって、先ほ

どからのいろいろな議論の中で、若干ふ

えるかもわからんというような要素もあ

るわけですが、そういう形の中で、市の

方が考えている施設がいろいろ説明はい

ただきましたが、大体十分この中に盛り

込まれているというふうに判断できるの

か。あるいはまた、そのことを事業費を

考えると若干こうもしてほしいけれども、

この点はちょっと控えざるを得ないとい

うことになるのか。寄附だから何でも乗

せていってどんどん膨らませてやっていっ

てもらうということではないとは思うん

ですが、その辺の具体的な見解について

お聞かせいただきたいというふうに思い

ます。

　それと、この施設運営について関係団

体を設立された上で市の方の直接の運営

担当ポジションを設けるということとの

この辺のこれからの施設運営についての

もう少し詳しい内容を、どういう形で運

営しているのかということで、民間と合

同で運営していくということになるのか、

その辺のところの施設運営について方向

性というんですか、具体的な運営の仕方

について、わかっている範囲でお答えい

ただきたいというふうに思います。

○木村委員長　吉田参事。

○吉田市長公室参事　今回ご提示させて

いただきましたこのコミュニティプラザ

の複合施設の施設配置というか機能です

ね、我々が昨年度、本委員会にもご提示

させていただきましたコミュニティプラ

ザの複合施設の基本構想がすべて基本に

なっております。それぞれの施設の役割

を明記しながら取りまとめてまいりまし

た。それは、先ほどもご答弁申し上げま

したように、まちづくり懇談会の意見も

聞き、そしてアンケートも取り、そして

所管の意見も聞きいのということでいろ

んな方向から取りまとめてまいったのが

今回のコミュニティプラザ構想の基本の

部分でございます。
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　そこの部分でのメニューと申しますか、

施設機能、導入機能を明記して最後にい

たしておりまして、そこでかかわるよう

な施設はすべて基本的には機能的には入っ

ているというふうに考えております。

　ただ、ここで大きな施設としましては、

音楽室という部分がございまして、非常

に音への対策が現時点では困難な部分も

ございますので、そのあたりが一つない

のかなというふうには考えておりますけ

ども、そのあたり一つの課題として残っ

てるのかなというふうには思っておりま

す。

　それと、やはり各団体の方々のご意見

もある部分としましては、劇場と申しま

すか、多目的ホール的な部分の強いご要

望というのがございました。我々検討会

議のメンバーすべて意見を聞きながら、

一つは我々の摂津市にないのは何だろう

かということをやはり追求しますと、何

百人という規模が集まって集会なり、パー

ティーなりというか、懇親を深める場所

がないなということで、今回コンベンショ

ンホールを軸にした形で施設配置をどう

だろうというのが検討会のメンバーの意

見もございました。それを踏まえて、た

だ、複合施設という一つの役割がござい

ますので、先ほど施設のご説明申し上げ

ましたとおりステージを設け、できるだ

けいろんな多機能な形でご利用がいただ

けるような施設として今回まとめさせて

いただいたのかなというふうには考えて

おります。これは最大であるのか、最小

であるのかと申しますと、やはり我々と

すれば、できるだけのことはしたんじゃ

ないかなというふうな感じでおります。

　もう一点、財団と民間側とジェイ・エ

ス・ビーと市との施設運営も含めまして

どうなるんだというご質問でございます

けども、我々からしますと、やはりジェ

イ・エス・ビーさんの今お考えとしては、

大学コンソーシアムとかそういう部分に

つきまして財団法人を設立できないだろ

うかと、受け皿として。やはり民間さん

自身が受け皿となるふうにはジェイ・エ

ス・ビーさんは考えにくいということで、

できれば財団法人が一つの受け皿として

民間側のそういうふうな設立に向けて今、

検討に入られてるという状況ではありま

す。

　ただ、委員皆様方もご承知のとおり、

１２月から法人制度の法改正がございま

して、そのあたりが余りにも直近過ぎま

して、そのあたりを見ながら十分ジェイ・

エス・ビーさんの方で設立に向けて検討

されていくのかなというふうに我々は考

えており、できましたら財団法人から民

間提案じゃなしに、今度財団法人からの

そういう連携の提案とかいうものをコミュ

ニティプラザの窓口の方が受けてですね、

それが市民のためになるような提案なの

か、それとも専門職的なものなのかとい

うことを見分けながら、やっぱり住民へ

の呼びかけ、そして、そういうできれば

連携の組織づくりなどを財団と一緒に連

携をとりたいというふうに考えておりま

す。

　それと、施設費はマックス３０億でご

ざいますけど、このあたりは今後、来年

の２月でございますけども、十分ジェイ・

エス・ビーさんと協議しながら確定に向

けて取り組みたいというふうに考えてお

ります。

　以上でございます。

○木村委員長　山本善信委員。

○山本善信委員　先ほども申しましたよ

うに、方向としてはその辺の方向にいっ

ているというふうには思ってないわけで

すが、要は、いろいろなものを盛り込む

ことによってね、帯に短したすきに長し
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というような感じに結果的にならないよ

うにするための精査というんですかね、

そういうことをやっぱり十分にやってい

ただきたいというふうに思っておるとこ

ろでございます。

　それから、事業費につきましても、こ

れは財政的な問題をふやすような話は余

り好ましい話ではないと思うんですが、

若干ふやすことによってできることが、

そのお金をふやさないために本当は欲し

いものでもできなかったということで、

あとであのときにもうちょっと出してで

もやっておけばよかったというような形

にならないようにしてもらう必要もあろ

うかというふうに思うんです。

　そのときには寄附ばかりというような

こと言うてんと、こっち側のまた膨らむ

いうて言われる側もあるかもしれません

けども、多少足してでも、その足したこ

とが２倍、３倍に働くような形の機能で

あれば当然ここへ付加していって、より

よいものにしていくということが大事だ

というふうに思いますので、その辺のこ

とも含めて、十分検討していただきたい

というふうに思っております。

　以上です。答弁結構でございます。

○木村委員長　ほかに。柴田委員。

○柴田委員　午前中、午後といろいろと

お尋ねになりまして、大体今回この図面

を見せていただいて、感覚的にはわかり

ました。

　それから今後、来年の２月までに正式

ないろいろ検討をしたことで最終的に協

定を結ぶというんですが、おおよそこの

辺の内容でほぼ来年の２月には協定が結

ばれるというふうにお考えをいただいて

いるのかどうかということを一つ聞きた

いことと、それから、もう一つは、この

説明の中に、ジェイ・エス・ビーが税法

上の特典というか、それを受けるという

ことが前提だということになっておりま

したが、万が一そういうことが受けられ

ないというような問題が生じたときには

一体どうなってくるのかというようなこ

とも切羽詰ってきた、切羽といいますか、

工期が詰まってきた中で、我々としては

若干不安な要素があるんかなというふう

にも思うので、その辺はどうでしょうか。

　それから、もう一つですね、各団体に

今後も説明をされるということで、それ

はどんどんと説明してご意見を聞いてい

ただくということは大事なんですが、団

体側からすれば、またその中へ意見を出

せばその中の変更が自由にできるのかと

いう誤解じゃないですけど解釈されると

思うんですよね。

　しかし、もうこれだけの固定されたあ

る程度の原案ができてきた以上は、その

ご意見は聞かれることと、この枠内の中

で納めていくというところはきちっとつ

かんでおかないと、ご意見は聞いたけど

聞きっぱなしになる、またはその言うた

けれども反映されてないというようなこ

とになる。この内容を見てみたら、そう

いうこともかなり集約された中でここま

で詰めてこられたんではないかと。

　そうすれば、逆に言えば、それぞれの

意見で、例えばこの部屋の中の間取りを

こういうふうに変えるぐらいのことのご

意見というのは反映はできるだろうとい

うようなところもですね、ある程度つか

んでおいてもろうてやらないと、間口広

げて意見は聞いたは、もうこれは動かせ

ないはということになると、かえって我々

がまたそういう会議の中へ出たけど我々

の言うたことが反映されてないとか、全

然聞いてもらえないとかいうようなこと

にもなりますので、言いにくいことであ

るけれども、ここまできてる現状でいら

える部分といらえない部分というのはお
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のずからわかってくると思うんですよね。

そこらきちっと整理した中で、今後のそ

ういう会議の中での対応をしてほしいな

というふうには思います。

　私も見せていただいて、若干こういう

ことされたらという細かいことは感ずる

んですが、これは最終的に今後詰めてい

かれるというので、また折には意見とし

て考えとしてこういうふうにされたらど

うなのかなというようなことは申し上げ

たいと思いますが、きょうはおおむねこ

ういうことで聞かせていただいて、でき

るだけこの方向で２月の協定が結ばれる

ように最大の努力をしてもらいたいとい

うことをこれはお願いとしてしときます。

　それから、駅舎のことですけれども、

ソーラーを配置して、できればＣＯ2の

削減とか環境にいいものをつくっていき

たいというので、私もこのパース見せて

いただいて、例えばここのスロープのと

ころに太陽光をつけるというようなこと

も可能なんでしょうか。そういうことに

よってソーラーによる太陽光によるＣＯ

2を削減した電力によってこの周辺の明

かりを取ってるとかいうようなこともで

きるのか。その辺、美観的にいうと、こ

んなところへソーラー乗せてまうと、せっ

かくここまでつくったこの傾斜の美観が

損なわれるからむしろ無理でしょうとい

うようなことになるのかどうかね。一つ

には、やっぱりこの駅がそういう環境面

に配慮した駅づくりでやってるんだとい

うようなことが一目瞭然で見えるような

ものがあってもいいんじゃないのかなと

いうふうに思うんですが、その辺はどう

なんでしょうか。ちょっとお聞かせして

いただいたらと思います。

　以上です。

○木村委員長　吉田参事。

○吉田市長公室参事　それでは、私の方

は３点ほどいただいたと思いますけども、

まずこの計画を最終案として今後来年の

２月に向けて実現がするようにいくのか

ということでございますけど、我々とす

れば、基本的にはコミュニティプラザの

基本構想がすべてのベースでございます。

　先ほどもご答弁申し上げましたように、

この中身で大体の施設機能は充実されて

きている。機能的なものも導入できてい

るということの形でございますので、我々

とすれば、これが今、市が協議の上とい

うことでございますけども、これを決め

ていきたいというふうに考えております。

　それと、ジェイ・エス・ビーの税法上

の特例措置でございますけども、これに

つきましては、ジェイ・エス・ビーさん

から採納申出書があり、そして、それに

こたえて市から採納証明書を申出書に基

づき証明書を発行すれば国税の方に提出

すれば特例措置のラインに乗るというふ

うに我々も聞いておりますし、また、当

事者であるジェイ・エス・ビーさんの方

も確認をされている状況というように聞

いております。

　それと、各種団体の意見を聞いて、総

花と申しますか、形になるのかならない

のかということも踏まえて、十分認識を

した上で取り組みなさいという貴重なご

意見いただいたんでございますけども、

我々とすれば、先ほど申し上げましたよ

うに、いろんな意見を聞きながらここま

でやっとたどり着いてきた配置でござい

ますので。ただ、我々とすれば、今後こ

の施設そのものには建物は箱でございま

すので、その箱をいただくけれども、中

で使う備品関係、設備関係等々は市が当

然購入して用意するという形がついて回

る責務でございますので、ここの部屋で

もカーテンがありいの、時計がありいの、

机があり、いすがありいのと、白墨があ
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りいのといろんなそういう関連する設備

関係をこれからプランに我々独自のプラ

ンとして台帳上整理してまいるというこ

とが我々の作業としてございます。

　そのときに、当然ご意見を我々がいた

だきたい方向性とするのは、どういうこ

の部屋で使い方をしたいですかと。そし

て、そのためにどういう設備なり備品が

あればいいですかということを我々は市

民の方々に具体にお聞きをしたい。活動

する各種団体さんにもご意見をききたい

ということも我々は重点においておりま

す。

　だから、どちらかいえば、部屋をどう

のこうのというよりは、機能的な部屋は

ございますが、どのような使い方をした

いかいうのを我々は本質的に聞きたいと

いうふうに考えておりますので、そのあ

たりは十分聞く前に各団体なり市民の方々

にご説明をして、その方向で十分意見を

聞いていきたいというように考えており

ます。

　以上でございます。

○木村委員長　小山参事。

○小山都市整備部参事　駅舎に対する環

境の取り組みでございますけれども、さ

まざまなことは検討されているんですけ

れども、太陽光発電ということで駅舎に

使う照明等の電気につきましては、太陽

光発電を使った形で検討していきたいと

いうことは阪急の方からお聞きしており

ます。

　そして、スロープの方の屋根の上に太

陽光発電というお話があったんですけど

も、まち側から見えるような位置での太

陽光のソーラーパネルというんですか、

それを設置じゃなくて、恐らくホームの

屋根の上でなかろうかということを市の

方で考えております。

　ただ、阪急さんの方では、今後具体的

にどの位置につけるかということを検討

されていきますので、その位置について

は、まだしっかりと提示をいただいてお

りません。いろいろな検討の中で、太陽

光発電だけでなくて、トイレでも男子ト

イレについてはできるだけ水の使わない

ようなトイレも検討していきたいという

こともこのＣＯ
2排出ゼロということで

環境に取り組んでいきたいということは

阪急さんの方からお聞きしております。

○木村委員長　柴田委員。

○柴田委員　ありがとうございます。

　ちょっとこれは気がついたんで阪急駅

舎のことにつきましては言うたんですが、

市民に見えるものということで、逆に太

陽光発電などを市民に見てもらってとい

う感じを受けたので、このスロープのと

ころへつけられるというようなことも考

えられるんではないかということですが、

これは両方ありますね。美観的なこと、

またせっかくのこのデザインをそんなも

のでイメージを壊してしまうということ

もあるので、決してこれがぜひにここへ

つけないかんでということではないんで

すが、考えとして聞いただけのことで、

できるだけ今、ＣＯ2の少ないようなも

のをつくってもらうということでは今後

阪急と十分詰めていっていただきたいと

いうふうに思います。

　それから、このコミュニティプラザの

ことですが、先ほどの考えであれば、ほ

ぼ税の特別措置は受けられるという考え

方でよろしいですね、我々は。ジェイ・

エス・ビーが受けられるということで。

　さっきの最初の説明は、それが前提で

すよということであるから、前提が崩れ

た場合どうなるんかということを私らは

危惧したわけですが、一応そういうこと

じゃなしに、今も市とジェイ・エス・ビー

とまたいろいろその機関と詰めておられ
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る中で、ほぼそれば受けていただけると

いうことの上に立っての寄附だという理

解をここで確認しといてよろしいですね。

そういうことだけがまず一つ。

　それから、さっき私、２回目に聞こう

と思ってて別に吉田参事がおっしゃって

いただいた、やっぱり今回、箱は寄附受

けるけれども中身のいろいろな施設やと

かいろいろなものが今後やっぱり市の方

で補充していかなきゃならんということ

になってると思うんです。これにもどれ

ぐらいのお金が要るのかなというのも私

らも少し考えているところでありますの

で、今後、寄附としての箱物ではこれぐ

らいの費用だと。それを充足するための

中身の施設なり、備品なり、いろいろな

ものでこれぐらいのお金が要るんだとい

うようなこともできたら将来に向かって

お示しをいただきたいと思う。それは今

言われるように、各団体との協議の中で

要望も出てくるでしょうし、またいろい

ろなことも出てくると思うので、その範

囲も踏まえて、それでトータル的にどれ

だけのお金がコミュニティプラザにオー

プンまでに要るんだというようなことは

お示しいただきたいと思いますので、ひ

とつそれはお願いをしときます。一点も

しお答えがいただけたらと思います。

○木村委員長　吉田参事。

○吉田市長公室参事　今いただいたご意

見で特例措置の件だと思いますけども、

基本的には、ここに至るまでにジェイ・

エス・ビーさん自身も会計士さんおられ

ますので、その方が十分そういうような

相手、国税ですから、事前説明なり事前

協議を終えた上で、それでなかったら社

内コンプライアンスというか、社内説明

できませんので、だからそれを前提に我々

とすればやっておられるというふうに理

解しています。

　市の方も、やはりそれを逆に申し出が

あって市内部もきちっとそれを証明書と

して返せるような仕組みを明確に整理し

ておく必要もあろうかというふうに考え

ておりますけども、委員のご意見いただ

く部分としましては、社内的に説明する

ためには事前にそういう所管の方に協議

はされているというふうに我々も聞いて

いますし、それをもって社内コンプライ

アンスを遵守されるという形になろうか

と思います。

○柴田委員　そうだというふうに理解し

て納得しときます。ありがとうございま

した。

○木村委員長　ほかに。南野副委員長。

○南野副委員長　それでは、一点お聞か

せいただきたいと思います。

　午前中からさまざまな議論がありまし

て、寄附に関する協定書、施設の中身、

また新駅に関すること等々ある一定理解

をいたすんですけども、先ほど柴田委員

からもあったんですけども、駅舎の太陽

光パネルの件であります。

　私、ちょっと別紙の図見ておりまして、

２階側のコミュニティプラザの前の駅前

広場のこの周りに太陽光パネルをという

ことで、これはコミュニティセンターへ

送るエネルギーの一部であるのかなと理

解するんですけども、その辺を教えてい

ただきたいと思います。

　例えばその太陽光パネルが発電するエ

ネルギーがこんだけですとか、あとは電

気量はこんだけですとか、どうもモニタ

リングができるような機械室じゃないで

すけども、そういった総合窓口のところ

にモニタリングをつけていただくとか、

そういう構想的なのは話に出ているのか。

　それと、もう一点は、コミュニティプ

ラザ自体の建設資材の価格等の話も出て

たと思うんですけども、寄附をいただく
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わけですから、余り要望ってできないの

かなと思うんですけども、環境に優しい

資材等を外壁とかいろんな形で今、出て

ると思うんですけども、そういう話はジェ

イ・エス・ビーさんの方とあったのかい

う点をお聞かせいただきたいと思います。

○木村委員長　吉田参事。

○吉田市長公室参事　それでは、２点ほ

どいただきましたけども、駅前広場にか

かる太陽光パネルでございますけども、

一応これは行政側で表示せずに設計の方

がジェイ・エス・ビーさんの方でお願い

しておりまして、こういう太陽光パネル

の動線が歩道上にあったらということで、

希望的な部分で申しわけございません、

書かせていただいております。

　ただ、道路の占用問題とか、いろんな

そういう別の課題は民間さんですので無

視して書いてある部分もございまして、

できればこの部分はやりたいという民間

さんとしての希望を書いておられるとい

う我々は理解です。

　ただ、この環境に優しいまちづくりと

いうことで、モデル都市になりたいと、

やっていこうということで、阪急、ジェ

イ・エス・ビー、摂津、三者が１１月１

日に低炭素型のまちづくりをモデル都市

として発信しようという協定を締結して

おりますので、そのあたりを踏まえての

今回ご提案はいただいておりますけども、

やはり建設コスト等、ましては道路の占

用等から考えますと一つや二つも大きな

山はあるのかなと思っております。

　ただ、二点目のあわせまして環境に優

しいという部分でのモニタリング制度も

ございますけれども、ご質問が。今、ジェ

イ・エス・ビーさんご提案いただいてま

すのが、このまち全体にモニタリング制

度を導入できないだろうかという検討を

なされております。専門家を入れてコミッ

ショニング委員会もジェイ・エス・ビー

さんが設立をされてモニタリング制度を

どのような形で取り入れて学習なり教育

なりにうまく提案できるかということも

今、検討はされております。

　ただ、これ自体が建設時に提案をして

導入するのか、それとも後づけになるの

かというのはちょっと明確ではございま

せんけども、ただ、そういう新しいまち

にとっての制度を何とか環境をキーワー

ドとしてできないかというのは今、検討

中というふうに我々は聞いております。

　それと、資材の材料ですね、建設資材

につきましては、合わせましてコミッショ

ニング委員会には建設関係の専門家の委

員も入っておられまして、その方が、こ

の部分もありますし、民間さんの開発等

に活用できるような環境に優しい資材な

り構造を今あわせて検討をされていると

いうふうに我々は聞いております。

　ただ、環境というのは逆に言えば、お

金もかかる部分でもありますし、そのあ

たりがどういう形で今後取り入れていけ

るかというのはこれからかなというふう

には考えております。

　以上でございます。

○木村委員長　南野副委員長。

○南野副委員長　地球温暖化対策モデル

地区として全国に発信していくというこ

とでございますので、摂津市の小・中学

生が見学できたり、目で見て感じれるよ

うな地球温暖化対策をこのまちづくりは

やってるなと。また、全国から見に来ら

れるようなまちづくりをどうかしていた

だきたいと思います。

　以上です。

○木村委員長　ほかに。山本善信委員。

○山本善信委員　先ほどちょっと聞き漏

らした点が一つありますのでお尋ねした

いと思います。
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　午前中の副市長の答弁の中で、協定を

結ぶに当たっての話の中で、本市として

でなければできない権限をフルに活用す

ると同時に、寄附してもらうわけですか

ら、向こうの言い分もよく聞いた上でと

いうことの話の中で、法人税の話がちらっ

とされたようにちょっと思いましたけど、

どういうことをおっしゃりたかったのか、

ちょっと聞かせていただきたいと思いま

す。

○木村委員長　吉田参事。

○吉田市長公室参事　法人税の件でござ

いますけれども、税法の中には、税は国

に関する、ご承知だと思いますけれども、

法人税、府民税、市民税がございます。

国税の方が必然的に特例措置を設ければ

府税、市民税も連動するであろうと。た

だし、それにつきましては、当然申し出

に基づいて特例措置という形があろうか

と思いますので、間に府税がございます

ので、そのあたりも我々とすれば協力を

求めていく部分があるのかなと。税全体

というか、法人税全体の話から最終的に

は市民税まで影響していくんだというお

話というふうに我々は理解しております。

　以上でございます。

○木村委員長　山本善信委員。

○山本善信委員　ということの話の一部

を出された、答弁されたわけですね。は

い、わかりました。

○木村委員長　ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○木村委員長　ないようですので、本委

員会を閉会いたします。


（午後１時５０分　閉会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　駅前等再開発特別委員長

　委員長　　　木 村 勝 彦

　駅前等再開発特別委員

　委　員　　　川 口 純 子
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